


【
作
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

84
年
生
ま
れ
、
鳥
取
県
出
身
、
東
京
在
住
。

設
備
メ
ー
カ
ー
勤
務
の
傍
ら
、
小
説
の
執
筆
を
始
め
る
。

コ
ロ
ナ
在
宅
勤
務
が
激
増
す
る
最
中
、
本
格
的
に
脚
本
も
書
き
始
め
、
現
在
に
至
る
。



【
梗
概
】

　

淡
路
の
新
庄
へ
奉
公
へ
出
て
い
る
菊
弥
、
後
の
高
田
屋
嘉
兵
衛
は
、
よ
そ
者
と
さ
れ
イ
ジ
メ
を
受
け
て
い
た
。

イ
ジ
メ
に
屈
さ
な
い
菊
弥
は
元
服
し
て
嘉
兵
衛
と
名
乗
る
。

　

唯
一
、
村
一
番
の
美
少
女
ふ
さ
は
、
嘉
兵
衛
を
慕
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
ふ
さ
は
、
村
の
者
か
ら
の
夜
這
い
か
ら
逃
げ
る
為
、
嘉
兵
衛
と
契
り
を
交
し
て
い
る
と
嘯
い
て
し
ま
う
。

こ
れ
を
機
に
「
嘉
兵
衛
狩
り
」
が
勃
発
す
る
。
嘉
兵
衛
は
村
か
ら
抜
け
る
事
を
決
意
。

　

ま
た
、
ふ
さ
も
嘉
兵
衛
の
後
を
追
う
と
決
意
。

　

一
足
先
に
、
嘉
兵
衛
だ
け
が
淡
路
を
出
奔
す
る
。

　

そ
の
後
、
親
戚
の
堺
屋
喜
兵
衛
を
頼
り
、
廻
船
問
屋
の
奉
公
を
始
め
る
。

　

能
力
が
ず
ば
抜
け
て
高
い
嘉
兵
衛
は
、
一
人
前
に
な
る
事
を
急
ぐ
。

　

急
ぐ
理
由
は
、
ふ
さ
が
村
を
抜
け
て
出
奔
す
る
前
に
、
一
人
前
の
給
金
が
欲
し
い
為
で
あ
る
。

　

結
局
、
ふ
さ
が
来
る
前
に
一
人
前
に
は
な
れ
な
か
っ
た
が
、
直
に
樽
廻
船
に
乗
り
給
金
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
二
人
は
子
供
も
授
か
り
結
婚
す
る
。

　

最
中
、
嘉
兵
衛
は
江
戸
で
大
黒
屋
光
太
夫
と
出
会
い
、
北
海
道
と
ロ
シ
ア
の
情
勢
を
知
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

将
来
的
な
展
望
を
得
て
、
本
格
的
に
北
前
船
へ
参
入
す
る
よ
う
画
策
を
始
め
る
。



　

そ
の
一
手
が
豪
商
、
北
前
家
の
支
援
の
取
り
付
け
で
あ
る
。
支
援
を
得
る
為
、
ま
た
名
声
を
上
げ
る
為
、
新

酒
番
船
に
参
加
し
、
圧
倒
的
な
力
量
と
策
で
一
番
と
な
る
。

　

同
時
に
、
鰹
漁
も
始
め
、
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
と
資
金
作
り
を
開
始
す
る
。

更
に
、
北
風
家
の
資
金
援
助
も
取
り
付
け
、
北
海
道
の
現
地
視
察
へ
出
か
け
る
事
と
な
る
。

　

こ
の
旅
に
、
ふ
さ
も
同
行
す
る
。

　

妻
ふ
さ
の
夢
で
あ
っ
た
船
旅
、
今
後
の
展
望
の
話
し
合
い
な
ど
を
函
館
で
行
う
。

　

北
海
道
で
の
活
動
を
見
据
え
、
嘉
兵
衛
は
「
高
田
屋
」
を
立
ち
上
げ
る
。



【
人
物
】

菊
弥
（
８
）（
１
４
）
…
…
嘉
兵
衛
の
幼
名

高
田
屋
嘉
兵
衛
（
２
５
）
…
…
主
人
公

ふ
さ
（
８
）（
１
４
）（
２
５
）
…
…
主
人
公　

嘉
兵
衛
の
妻

喜
十
郎
（
４
５
）
…
…
嘉
兵
衛
の
奉
公
先
の
主

弥
右
衛
門
（
４
５
）
…
…
漁
師
。
嘉
兵
衛
の
親
方

堺
屋
喜
兵
衛
（
３
５
）
…
…
兵
庫
の
奉
公
先
の
主

北
風
荘
右
衛
門
家
（
６
０
）

嘉
蔵
（
２
３
）
…
…
嘉
兵
衛
の
弟
。

金
兵
衛
（
２
０
）
…
…
嘉
兵
衛
の
弟

善
兵
衛
（
２
１
）
…
…
嘉
兵
衛
の
弟

嘉
四
郎
（
１
８
）
…
…
嘉
兵
衛
の
弟

嘉
十
郎
（
１
７
）
…
…
嘉
兵
衛
の
弟

侍
女
（
３
０
）
…
…
ふ
さ
の
侍
女



幾
右
衛
門
（
４
５
）
…
…
ふ
さ
の
父

子
供
Ａ
…
…
淡
路
の
子
供

子
供
Ｂ
…
…
淡
路
の
子
供

子
供
Ｃ
…
…
淡
路
の
子
供

若
者
Ａ
…
…
淡
路
の
若
者

若
者
Ｂ
…
…
淡
路
の
若
者

若
者
Ｃ
…
…
淡
路
の
若
者

若
者
Ｄ
…
…
淡
路
の
若
者

鳥
取
の
卸

兵
庫
の
卸

貞
代
（
３
０
）
…
…
喜
兵
衛
の
妻

熊
野
の
網
元
（
５
０
）

江
戸
の
商
人

銭
湯
の
客

江
戸
の
人
々
Ａ
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江
戸
の
人
々
Ｂ

江
戸
の
商
人
Ｂ

大
黒
屋
光
太
夫
（
４
４
）
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て
、
そ
の
様
子
を
窺
う
。

　
　
　

侍
女
も
息
を
切
ら
せ
て
や
っ
て
来

　
　
　

る
。

侍
女
「
な
ん
、
で
す
か
ぁ
」

ふ
さ
「
ま
た
や
り
よ
る
。
３
対
１
や
」

　
　
　

相
手
の
子
供
は
３
人
で
棒
を
持
っ
て　

　
　
　

い
る
。

　
　
　

子
供
の
う
ち
二
人
は
厳
め
し
い
顔
つ

き
だ
が
、
一
人
の
子
供
Ｃ
は
狼
狽
え
て
い
る
。

　
　
　

ふ
さ
、
頷
く
。

ふ
さ
「
ふ
む
ふ
む
」

　
　
　

ふ
さ
、
別
の
方
角
を
見
て
、
大
人
の

　
　
　

漁
師
が
船
で
片
付
け
を
し
て
い
る
と

　
　
　

確
認
。

　
　
　

視
線
を
子
供
達
に
戻
す
。

　
　
　

狼
狽
え
る
一
人
を
、
菊
弥
は
睨
む
。

子
供
Ｃ
「
ひ
っ
」

〇
村
の
あ
ぜ
道
・
外

　
　
　

Ｔ
「
月
夜
の
雄
飛
」

　
　
　

ふ
さ
（
14
）
が
あ
ぜ
道
を
走
っ
て
来

　
　
　

る
。

ふ
さ
「
喧
嘩
じ
ゃ
、
喧
嘩
じ
ゃ
、
喧
嘩
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
の
後
を
侍
女
（
30
）
が
追
う
。

侍
女
「
ふ
さ
様
、
お
待
ち
を
、
待
っ
て
く
だ

さ
い
ま
せ
」

ふ
さ
「
早
う
、
早
う
」

　
　
　

ふ
さ
、
道
を
走
っ
て
い
き
、
そ
の
後

　
　
　

を
侍
女
が
追
っ
て
い
く
。

〇
海
岸
・
外

　
　
　

海
岸
で
菊
弥
（
14
）、
後
の
高
田
屋

　
　
　

嘉
兵
衛
が
、
同
年
代
の
子
供
と
対
峙

　
　
　

し
て
い
る
。

　
　
　

ふ
さ
、
小
さ
な
小
屋
の
背
後
に
隠
れ 
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前
ご
と
叩
き
切
る
ぞ
！
」

子
供
Ｃ
「
う
わ
あ
あ
あ
」

　
　
　

子
供
Ｃ
，
菊
弥
を
逆
に
捕
ま
え
る
。

菊
弥
「
離
せ
、
阿
呆
！
」

　
　
　

子
供
Ｃ
は
必
至
で
菊
弥
の
腕
を
捕
ま

　
　
　

え
る
。

　
　
　

子
供
Ａ
、
Ｂ
が
棒
で
殴
り
か
か
っ
て

　
　
　

く
る
。

菊
弥
「
っ
ち
い
」

　
　
　

菊
弥
、
背
中
を
向
け
て
子
供
達
の

　
　
　

打
撃
を
背
中
で
受
け
る
。

菊
弥
「
っ
ぐ
！
」

子
供
Ｃ
「
な
ん
…
…
（
で
）」

　
　
　

菊
弥
、
子
供
Ｃ
を
砂
へ
放
り
投
げ
る

　
　
　

と
、
息
を
荒
げ
て
袖
を
肩
ま
で
捲
る
。

菊
弥
「
や
っ
た
る
わ
。
覚
悟
せ
え
」

　
　
　

子
供
Ｂ
、
Ｃ
は
し
っ
か
り
と
様
に

　
　
　

と
、
怯
え
る
子
供
Ｃ
。

　
　
　

残
り
の
子
供
二
人
が
菊
弥
へ
飛
び
掛

　
　
　

か
っ
て
く
る
。

子
供
Ａ
「
で
や
ぁ
！
」

　
　
　

菊
弥
、
子
供
Ａ
の
棒
を
躱
し
、
怯
ん

で
い
る
子
供
Ｃ
へ
と
飛
び
掛
か
る
。

　
　
　

子
供
Ｃ
を
羽
交
い
絞
め
に
し
て
、

　
　
　

残
り
二
人
を
恫
喝
す
る
。

菊
弥
「
離
れ
い
！　

こ
い
つ
が
ど
う
な
っ
て

も
え
え
ん
か
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘆
息
。

ふ
さ
「
そ
れ
は
ぁ
…
…
悪
手
や
な
ぁ
」

　
　
　

子
供
Ａ
、
Ｂ
は
容
赦
な
く
棒
を
振
り

か
ぶ
り
、
菊
弥
に
斬
り
掛
か
っ
て
来
る
。

菊
弥
「
な
っ
！　

な
ん
じ
ゃ
！
」

　
　
　

菊
弥
、
子
供
Ｃ
と
共
に
飛
び
退
く
。

子
供
Ａ
「
お
さ
え
と
け
！　

小
太
郎
！　

お
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菊
弥
、
浜
に
転
が
っ
て
い
る
子
供
Ｃ

　
　
　

を
睨
む
。

菊
弥
「
い
ね
！
」

子
供
Ｃ
「
っ
ひ
！
」

　
　
　

子
供
Ｃ
逃
げ
て
い
く
。

　
　
　

菊
弥
も
、
背
中
を
負
傷
し
て
痛
が
り

　
　
　

な
が
ら
も
去
っ
て
い
く
。

　
　
　

侍
女
は
、
胸
を
撫
で
お
ろ
す
。

侍
女
「
は
ぁ
…
…
、
何
が
面
白
い
ん
で
す

か
ぁ
、
た
だ
の
子
供
の
喧
嘩
で
す
よ
、
ふ
さ

様
…
…
」

　
　
　

ふ
さ
が
、
い
つ
の
間
に
か
居
な
く

　
　
　

な
っ
て
い
る
。

侍
女
「
あ
れ
？　

ふ
さ
様
！　

ふ
さ
様
！
」

〇
山
中
の
峠
道
・
外

　
　
　

菊
弥
が
山
道
を
上
っ
て
来
る
。

　
　
　

な
っ
た
形
で
棒
を
構
え
る
。

　
　
　

ふ
さ
、
首
を
振
る
。

ふ
さ
「
あ
か
ん
、
あ
か
ん
。
勝
て
ん
よ
、
そ

い
つ
ら
道
場
行
っ
と
る
奴
等
や
よ
」

　
　
　

ふ
さ
、
体
を
小
屋
か
ら
出
し
て

　
　
　

大
き
く
息
を
吸
い
、
叫
ぶ
。

ふ
さ
「
喧
嘩
じ
ゃ
あ
！　

誰
か
止
め
え
！
」

　
　
　

子
供
達
と
は
別
の
方
角
の
大
人
の

　
　
　

漁
師
へ
叫
ぶ
。

漁
師
Ａ
「
ま
た
や
っ
と
る
か
、
あ
い
つ
ら
」

　
　
　

漁
師
達
が
や
っ
て
く
る
。

漁
師
Ｂ
「
浜
で
喧
嘩
す
な
！　

あ
っ
ち
い

け
！
」

　
　
　

子
供
Ａ
、
Ｂ
は
顔
を
見
合
わ
せ
、

　
　
　

菊
弥
に
睨
み
を
利
か
せ
る
。

子
供
Ａ
「
覚
え
と
れ
よ
、
他
所
も
ん
」

　
　
　

子
供
Ａ
，
Ｂ
は
去
っ
て
い
く
。
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ふ
さ
、
首
を
振
る
。

ふ
さ
「
ん
ん
？　

や
り
方
を
間
違
え
た
ん

じ
ゃ
。
あ
の
二
人
は
手
練
れ
や
し
、
開
け
た

場
所
で
や
っ
て
も
勝
ち
目
は
な
い
。
一
回
引

い
て
、
立
て
直
す
ん
が
筋
じ
ゃ
」

菊
弥
「
引
け
る
か
！　

女
の
考
え
方
じ
ゃ
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
笑
う
。

ふ
さ
「
情
報
も
持
た
ん
く
せ
に
、
威
勢
だ
け

は
猛
っ
と
る
の
」

　
　
　

ふ
さ
、
陽
気
に
歩
き
な
が
ら
、

　
　
　

リ
ズ
ム
よ
く
話
す
。

ふ
さ
「
阿
呆
じ
ゃ
、
阿
呆
じ
ゃ
、
男
は
皆
、

阿
呆
ば
か
り
じ
ゃ
」

　
　
　

菊
弥
怒
る
。

菊
弥
「
な
ん
じ
ゃ
と
！　

私
は
阿
呆
ち
ゃ

う
！　

文
字
か
て
読
み
書
き
で
き
る
」

　
　
　

背
後
か
ら
、
ふ
さ
が
歩
い
て
く
る
。

ふ
さ
「
あ
か
ん
な
ぁ
、
あ
れ
は
あ
か
ん
わ
ぁ
」

　
　
　

ふ
さ
、
菊
弥
の
前
に
出
て
、
満
面
の

　
　
　

笑
み
で
視
線
を
合
わ
せ
る
。

ふ
さ
「
何
が
あ
か
ん
と
思
う
？　

菊
弥
」

　
　
　

菊
弥
、
顔
を
背
け
る
。

菊
弥
「
ま
た
見
と
っ
た
ん
か
、
物
好
き
が
」

ふ
さ
「
な
ぁ
、
何
が
あ
か
ん
や
っ
た
？
」

　
　
　

菊
弥
、
歩
く
。

菊
弥
「
あ
の
ガ
キ
、
見
た
事
な
い
わ
…
…
。

仲
間
…
…
で
も
な
か
っ
た
な
。
他
所
も
ん

…
…
他
所
も
ん
か
」

ふ
さ
「
正
解
っ
！　

少
し
前
か
ら
奉
公
に
き

と
る
、
本
村
の
も
ん
じ
ゃ
。
菊
弥
と
同
じ
や

で
。
せ
や
か
ら
」

　
　
　

菊
弥
、
背
中
を
押
さ
え
る
。

菊
弥
「
狙
う
奴
を
間
違
え
た
か
」
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菊
弥
「
う
ろ
う
ろ
す
な
！　

こ
の
道
は
熊
が

出
る
ぞ
」

ふ
さ
「
こ
ん
な
昼
間
の
熱
い
時
に
は
で
り
ゃ

せ
ん
」

　
　
　

ふ
さ
、
繁
み
の
先
へ
行
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　

菊
弥
も
嘆
息
し
て
追
う
。

〇
山
・
崖

　
　
　

見
晴
ら
し
い
の
良
い
崖
で
、
眼
下
に　
　
　

　
　
　

は
波
辺
や
瀬
戸
内
海
が
一
望
で
き

る
。

　
　
　

ふ
さ
、
座
っ
て
眺
め
る
。

　
　
　

海
に
は
船
が
出
て
い
る
。

　
　
　

ふ
さ
の
隣
に
、
菊
弥
は
座
る
。

　
　
　

ふ
さ
、
指
を
筒
の
よ
う
に
丸
く
し
て
、

　
　
　

海
を
眺
め
る
。

菊
弥
「
な
ん
じ
ゃ
、
そ
れ
」

ふ
さ
「
そ
や
っ
た
」

　
　
　

〇
（
回
想
）
診
療
所
・
中

　
　
　

ふ
さ
（
８
）
が
、
医
者
に
薬
を

　
　
　

貰
っ
て
い
る
。

　
　
　

医
者
の
診
療
所
の
奥
の
座
敷
で

　
　
　

菊
弥
（
８
）
が
本
を
広
げ
て
習
字
を

　
　
　

し
て
い
る
。

　
　
　

そ
の
真
剣
な
様
子
に
、
ふ
さ
は
頬
を

　
　
　

赤
ら
め
る
。

　
　
　

医
者
、
ふ
さ
の
額
に
手
を
当
て
る
。

医
者
「
ま
た
、
熱
が
出
と
る
の
」

　
　
　

ふ
さ
、
菊
弥
を
見
た
ま
ま
、

ふ
さ
「
…
…
あ
ん
」

〇
山
中
の
峠
道
・
外

　
　
　

ふ
さ
、
楽
し
気
に
道
を
外
れ
て
い
く
。

ふ
さ
「
あ
、
こ
こ
、
え
え
場
所
よ
」
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指
を
動
か
す
と
、
同
じ
よ
う
に

　
　
　

船
が
動
く
。

ふ
さ
「
お
お
！　

凄
い
凄
い
」

菊
弥
「
こ
こ
で
、
帆
を
折
る
」

　
　
　

指
の
指
示
通
り
に
船
が
海
を
進
む
。

　
　
　

ふ
さ
、
楽
し
気
に
菊
弥
へ
向
く
。

　
　
　

菊
弥
の
真
剣
な
様
子
。

　
　
　

ふ
さ
、
再
度
海
を
眺
め
る
。

ふ
さ
「
菊
弥
も
、
潮
が
読
め
る
ん
じ
ゃ
な
」

菊
弥
「
二
年
も
乗
っ
て
読
め
ん
奴
は
阿
呆

じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
海
の
先
を
眺
め
る
。

ふ
さ
「
あ
の
内
海
の
先
に
も
、
行
っ
た
か
？
」

菊
弥
「
先
月
、
瓦
を
降
ろ
し
て
き
た
な
」

ふ
さ
「
え
え
な
」

菊
弥
「
何
が
じ
ゃ
、
稼
ぎ
は
皆
、
網
元
…
…

お
前
の
と
こ
ろ
に
吸
い
上
げ
ら
れ
と
る
」

ふ
さ
「
筒
」

菊
弥
「
よ
う
、
見
え
る
か
？
」

ふ
さ
「
気
が
す
る
」

　
　
　

一
艘
、
船
を
指
す
。

ふ
さ
「
一
つ
、
早
い
の
が
あ
る
」

　
　
　

菊
弥
も
船
を
見
る
。

菊
弥
「
う
ち
の
親
方
じ
ゃ
な
」

ふ
さ
「
弥
右
衛
門
か
ぁ
」

菊
弥
、
ふ
さ
に
顔
を
近
づ
け
、
指
の
筒
を
少

し
離
し
て
自
身
も
覗
き
込
む
。

菊
弥
「
親
方
は
、
潮
を
読
む
ん
じ
ゃ
」

　
　
　

菊
弥
、
人
差
し
指
で
海
の
中
を

　
　
　

な
ぞ
る
。

菊
弥
「
こ
こ
に
進
む
」

　
　
　

指
の
後
を
、
船
が
追
う
よ
う
に

　
　
　

つ
い
て
い
く
。

菊
弥
「
こ
こ
で
舵
切
り
」
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ら
ん
つ
も
り
か
？
」

菊
弥
「
誰
が
入
る
か
。
今
日
や
っ
て
」

　
　
　

〇
（
回
想
）
村
の
井
戸

　
　
　

菊
弥
が
井
戸
で
水
を
汲
ん
で
い
る
。

　
　
　

数
人
の
男
が
や
っ
て
き
て
、
後
ろ
か

　
　
　

ら
襲
い
掛
か
っ
て
来
る
。

菊
弥
「
や
め
い
！
」

　
　
　

男
達
は
菊
弥
の
腕
を
掴
む
と
、
背
中

を
蹴
っ
て
来
る
。

　
　
　

井
戸
に
落
と
そ
う
と
し
て
く
る
。

菊
弥
「
い
い
加
減
に
せ
い
！
」

〇
菊
弥
の
家
・
庭
先
・
外

　
　
　

菊
弥
、
怒
り
顔
に
な
る
。

菊
弥
「
こ
ん
な
の
は
毎
日
じ
ゃ
。
そ
の
上
、

奴
等
の
宿
で
下
僕
に
な
る
な
ど
、
考
え
る
だ

　
　
　

ふ
さ
、
微
笑
。

ふ
さ
「
網
元
の
娘
は
、
船
に
乗
る
こ
と
も
で

き
ん
。
よ
そ
者
の
農
民
の
息
子
は
、
海
で
自

由
に
、
ど
こ
ま
で
も
行
け
る
。
え
え
な
ぁ
」

　
　
　

菊
弥
、
真
剣
に
海
の
先
を
眺
め
、

　
　
　

腕
を
組
む
。

菊
弥
「
淡
路
の
瓦
の
儲
け
方
、
気
付
い
て
し

も
う
た
。
聞
く
か
？
」

ふ
さ
「
う
ん
う
ん
。
教
え
て
」

　
　
　

海
を
眺
め
な
が
ら
、
二
人
は
会
話
を

　
　
　

続
け
る
。

〇
菊
弥
の
家
・
庭
先
・
外

　
　
　

庭
先
で
喜
十
郎
（
45
）
が
菊
弥
の

　
　
　

髪
を
剃
っ
て
い
る
（
月
代
）

　
　
　

そ
の
横
で
、
弥
右
衛
門
（
45
）
が

　
　
　

茶
を
飲
ん
で
い
る
。

弥
右
衛
門
「
ほ
ん
ま
に
、
こ
こ
の
若
衆
に
入
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菊
弥
「
構
わ
ん
」

　
　
　

弥
右
衛
門
、
嘆
息
。

〇
同
・
和
室
・
中

　
　
　

硯
に
墨
を
す
り
、
筆
を
つ
け
る
。

　
　
　

半
紙
に
名
前
を
書
き
込
ん
で
い
く
。

　
　
　
「
嘉
兵
衛
」と
書
く
。（
以
後
、嘉
兵
衛
）

　
　
　

書
い
た
名
前
を
見
て
小
さ
く
ぼ
や

　
　
　

く
。

嘉
兵
衛
「
め
で
た
い
…
…
。
呑
気
な
名
じ
ゃ
」

〇
網
屋
（
ふ
さ
の
実
家
）・
外
観

　
　
　

海
岸
付
近
に
建
つ
門
構
え
の
あ
る

　
　
　

立
派
な
屋
敷
。

　
　
　

多
く
の
世
話
人
、
漁
師
が
出
入
り

　
　
　

し
て
い
る
。

け
背
中
が
痒
く
な
る
」

　
　
　

弥
右
衛
門
は
足
を
組
み
な
が
ら
、

　
　
　

耳
を
か
い
て
い
る
。

弥
右
衛
門
「
こ
こ
は
漁
師
の
村
じ
ゃ
け
な
、

農
民
の
事
を
バ
カ
に
し
と
る
」

菊
弥
「
も
う
、
わ
し
は
本
村
か
ら
出
と
る
」

弥
右
衛
門
「
出
身
が
農
村
じ
ゃ
」

菊
弥
「
出
身
が
な
ん
や
？　

漁
師
が
何
や
？　

誰
も
わ
し
よ
り
船
を
漕
げ
ん
。
潮
も
読
め
ん
。

風
も
読
め
ん
。
魚
の
居
場
所
も
見
当
違
い
を

探
し
よ
る
。
何
が
漁
村
の
民
じ
ゃ
。
片
腹
痛

い
わ
」

　
　
　

弥
右
衛
門
、
じ
っ
と
菊
弥
を
見
る
。

弥
右
衛
門
「
そ
の
口
や
と
村
に
お
れ
ん
よ
う

に
な
る
ぞ
」

　
　
　

菊
弥
、
真
剣
な
眼
差
し
で
庭
先
を

　
　
　

見
つ
め
る
。
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若
者
Ａ
「
待
て
る
の
は
、
今
年
の
祭
り
ま
で
。

わ
し
ら
は
、
も
う
待
て
ん
」

　
　
　

一
同
、
頷
く
。

　
　
　

〇
同
・
ふ
さ
の
部
屋
・
中

　
　
　

ふ
さ
、
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
い
る
。

ふ
や
「
嫌
じ
ゃ
！　

何
度
も
言
う
と

ろ
！　

否
！　

何
度
で
も
言
う
た
る
！　

否

じ
ゃ
！
」

　
　
　

幾
右
衛
門
（
45
）
は
狼
狽
し
て
い
る
。

幾
右
衛
門
「
そ
こ
を
な
ん
と
か
！
」

ふ
さ
「
知
ら
ん
！
」

幾
右
衛
門
「
と
、
い
う
て
も
な
ぁ
…
…
。
も

う
若
い
衆
が
収
ま
ら
ん
の
や
」

ふ
さ
「
知
ら
ん
！　

勝
手
に
決
め
る
な
」

　
　
　

幾
右
衛
門
、
そ
っ
ぽ
を
向
き
な
が
ら
、

幾
右
衛
門
「
…
…
（
小
さ
な
声
）
言
う
て
し

〇
同
・
食
堂
・
中

　
　
　

ふ
さ
が
女
中
と
共
に
炊
事
を
し
て

　
　
　

い
る
。

　
　
　

若
者
Ａ
な
ど
数
人
が
食
事
を
し
て

　
　
　

い
る
。

若
者
Ａ
「
日
に
日
に
、
女
に
な
る
の
」

若
者
Ｂ
「
え
え
加
減
、
夜
這
い
の
許
可
は
降

り
ん
も
の
か
の
」

若
者
Ａ
「
主
様
に
は
、
こ
の
前
わ
し
か
ら
も

申
し
出
た
が
…
…
」

一
同
「
が
？
」

若
者
Ａ
「
ふ
さ
が
首
を
縦
に
振
ら
ん
ら
し
い
」

　
　
　

一
同
、
落
ち
込
む
。

若
者
Ｂ
「
い
つ
ま
で
子
供
の
よ
う
な
事
を
言

う
と
る
。
わ
し
は
ぁ
あ
あ
！　

も
う
待
て
ん

ぞ
。
今
日
に
で
も
忍
び
込
む
ぞ
」

　
　
　

若
者
Ａ
、
飯
を
掻
き
こ
む
。
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ふ
さ
「
い
い
わ
け
あ
る
か
！　

わ
し
の
事
や

ぞ
！
」

幾
右
衛
門
「
家
長
は
、
わ
し
！　

わ
ぁ
し
！
」

　
　
　

睨
み
合
う
二
人
。

ふ
さ
「
無
理
」

幾
右
衛
門
「
え
え
加
減
に
せ
い
」

　
　
　

ふ
さ
、
腹
を
擦
る
。

　
　
　

幾
右
衛
門
、
驚
愕
す
る
。

ふ
さ
「
も
う
、
遅
い
わ
」

　
　
　

幾
右
衛
門
、
更
に
驚
く
。

幾
右
衛
門
「
え
え
え
え
！
」

　
　
　

不
適
に
微
笑
む
ふ
さ
。

〇
神
社
・
夜

　
　
　

月
が
上
が
っ
て
い
る
。

〇
同
・
倉
庫
・
夜

も
う
た
」

ふ
さ
「
あ
ん
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
幾
右
衛
門
を
睨
む
。

　
　
　

更
に
そ
っ
ぽ
を
向
く
幾
右
衛
門
。

幾
右
衛
門
「
言
う
て
、
も
う
た
」

　
　
　

ふ
さ
、
幾
右
衛
門
に
近
づ
き
眼
を

　
　
　

飛
ば
す
。

ふ
さ
「
何
を
？
」

幾
右
衛
門
「
だ
ん
じ
り
の
後
な
ら
…
…
」

ふ
さ
「
な
ら
？
」

幾
右
衛
門
「
え
え
よ
…
…
っ
て
」

　
　
　

ふ
さ
激
昂
。

ふ
さ
「
は
あ
あ
あ
あ
！
？　

何
、
勝
手
な
こ

と
言
う
と
ん
じ
ゃ
！
」

　
　
　

幾
右
衛
門
も
起
こ
り
始
め
る
。

幾
右
衛
門
「
か
、
勝
手
、
い
う
な
！　

わ
、

わ
し
の
勝
手
に
決
め
て
良
い
事
や
ぞ
！
」
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す
る
。

嘉
兵
衛
「
屈
し
て
、
ど
う
す
ん
じ
ゃ
。
つ
ま

ら
ん
」

　
　
　

山
か
ら
麓
を
見
下
ろ
す
と
、
嘉
兵
衛

　
　
　

は
眉
間
を
寄
せ
る
。

嘉
兵
衛
「
ん
？　

な
ん
じ
ゃ
、
あ
れ
」

　
　
　

ぼ
つ
ぼ
つ
と
、
暗
が
り
に
火
が

　
　
　

見
え
る
。

〇
村
の
周
辺
・
外
・
夜

　
　
　

村
の
入
り
口
付
近
で
、
大
量
の
若
者

　
　
　

が
松
明
を
片
手
に
う
ろ
つ
い
て

　
　
　

い
る
。

若
者
Ａ
「
お
っ
た
か
？
」

若
者
Ｂ
「
お
ら
ん
。
逃
げ
よ
っ
た
か
、
臆
病

も
ん
が
」

　
　
　

若
者
Ａ
が
憤
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
山
車
の
片
付
け
を
し
て

　
　
　

い
る
。

　
　
　

若
者
Ｃ
が
声
を
か
け
る
。

若
者
Ｃ
「
後
は
、
任
し
て
え
え
か
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
会
釈
す
る
。

若
者
Ｃ
「
な
ぁ
、
嘉
兵
衛
」

嘉
兵
衛
「
は
い
」

若
者
Ｃ
「
今
年
の
だ
ん
じ
り
は
、
村
の
も
ん

と
騒
ぎ
を
起
こ
さ
ん
で
く
れ
よ
。
大
人
連
中

が
、
ひ
り
つ
い
と
る
ん
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
そ
っ
ぽ
を
向
く
。

　
　
　

若
者
Ｃ
は
嘆
息
し
て
、
嘉
兵
衛
の

　
　
　

肩
を
叩
く
。

若
者
Ｃ
「
え
え
加
減
、
頼
む
わ
」

　
　
　

若
者
Ｃ
、
去
っ
て
い
く
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
山
車
を
倉
庫
へ
片
付
け
る

　
　
　

と
、
小
屋
の
前
で
腰
を
下
ろ
し
休
憩
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か
ら
事
情
を
聴
取
し
て
い
る
。

　
　
　

弥
右
衛
門
が
首
を
振
る
と
、
去
っ
て

　
　
　

い
く
。

　
　
　

弥
右
衛
門
が
嘆
息
す
る
と
、
暗
い

　
　
　

背
後
の
小
屋
の
影
か
ら
嘉
兵
衛
が

　
　
　

声
を
か
け
る
。

嘉
兵
衛
「
な
ん
の
騒
ぎ
じ
ゃ
、
親
方
」

　
　
　

弥
右
衛
門
、
嘉
兵
衛
へ
は
顔
を

　
　
　

向
け
ず
に
答
え
る
。

弥
右
衛
門
「
こ
っ
ち
が
聞
き
た
い
わ
。
お
前
、

や
っ
て
く
れ
た
な
」

嘉
兵
衛
「
何
を
？
」

弥
右
衛
門
「
若
い
衆
は
、
も
う
止
ま
ら
ん
ぞ
。

殺
さ
れ
る
か
、
よ
く
て
も
村
八
分
じ
ゃ
。
こ

こ
へ
も
、
も
う
来
る
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
暫
し
考
え
る
。

嘉
兵
衛
「
…
…
分
か
っ
た
」

若
者
Ａ
「
今
度
と
い
う
今
度
は
許
さ
ん
。
あ

ん
首
、
叩
き
切
っ
て
く
れ
る
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
木
の
影
か
ら
そ
れ
を
覗
く
。

嘉
兵
衛
「
な
ん
の
騒
ぎ
や
」

　
　
　

若
者
Ｄ
が
や
っ
て
く
る
。

若
者
Ｄ
「
本
村
の
祭
り
稽
古
ら
し
い
。
帰
っ

て
来
る
の
を
待
ち
伏
せ
る
か
？
」

若
者
Ａ
「
そ
れ
が
え
え
。
手
練
れ
を
集
め
い
。

嘉
兵
衛
の
家
じ
ゃ
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
驚
く
。

嘉
兵
衛
「
わ
し
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
身
を
屈
め
て
草
叢
の
中
で

　
　
　

移
動
す
る
。

嘉
兵
衛
「
ど
う
な
っ
と
る
」

　
　
　

〇
弥
右
衛
門
の
家
・
外
・
夜

　
　
　

若
い
衆
が
松
明
片
手
に
弥
右
衛
門
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弥
右
衛
門
「
志
筑
に
、
伝
馬
船
が
あ
る
じ
ゃ

ろ
。
あ
れ
、
く
れ
た
る
わ
。
内
海
く
ら
い
、

夜
で
も
い
け
る
じ
ゃ
ろ
、
お
前
な
ら
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頭
を
下
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
か
た
じ
け
な
い
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
背
を
向
け
る
。

弥
右
衛
門
「
結
局
、
一
度
も
屈
さ
ん
か
っ
た

な
。
凄
い
や
つ
や
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
会
釈
し
て
去
っ
て
い
く
。

〇
山
中
・
夜

　
　
　

小
走
り
に
上
っ
て
来
る
嘉
兵
衛
。

　
　
　

息
を
切
ら
せ
、
立
ち
止
る
。

　
　
　

山
か
ら
麓
を
見
る
と
、
松
明
の
火
は

　
　
　

も
っ
と
増
え
て
い
る
。

嘉
兵
衛
「
な
ん
ぼ
ほ
ど
出
て
き
と
ん
の
じ
ゃ
。

人
で
も
取
っ
て
食
う
た
ん
か
、
わ
し
は
」

　
　
　

弥
右
衛
門
、
小
さ
く
首
を
振
る
。

弥
右
衛
門
「
簡
単
に
、
分
か
も
ん
じ
ゃ
な

…
…
」

嘉
兵
衛
「
い
つ
か
こ
う
な
る
。
そ
れ
が
、
今

日
だ
っ
た
だ
け
じ
ゃ
。
奴
等
の
理
由
な
ん
ぞ
、

知
っ
た
こ
と
や
な
い
」

　
　
　

弥
右
衛
門
、
嘆
息
。

弥
右
衛
門
「
結
局
わ
し
は
、
お
前
に
何
も
教

え
ら
れ
ん
か
っ
た
な
」

嘉
兵
衛
「
船
は
、
習
っ
た
」

弥
右
衛
門
「
も
う
、
お
前
の
方
が
上
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
顔
を
俯
け
る
。

弥
右
衛
門
「
あ
て
は
あ
る
ん
か
？
」

嘉
兵
衛
「
叔
父
が
、
兵
庫
に
お
る
。
弟
も
」

弥
右
衛
門
「
喜
兵
衛
か
。
廻
船
問
屋
、
や
っ

た
な
…
…
。
そ
う
か
」

　
　
　

弥
右
衛
門
、
頭
を
掻
く
。
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意
を
固
め
る
。

ふ
さ
「
契
っ
と
る
！　

っ
て
」

　
　
　

二
人
は
沈
黙
。

嘉
兵
衛
「
…
…
え
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
更
に
首
を
傾
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
ふ
さ
が
、
か
？　

誰
と
？
」

ふ
さ
「
あ
ん
た
と
！
」

嘉
兵
衛
「
い
つ
？
」

ふ
さ
「
知
ら
ん
！
」

嘉
兵
衛
「
…
…
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
一
度
、
空
を
見
上
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
な
ん
じ
ゃ
と
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
腹
を
擦
る
。

ふ
さ
「
や
や
も
お
る
…
…
と
」

嘉
兵
衛
「
頭
、
お
か
し
ゅ
う
な
っ
た
か
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
怒
る
。

ふ
さ
「
だ
っ
て
夜
這
い
さ
せ
え
煩
い
ん
や
も

　
　
　

ふ
い
に
、
背
後
か
ら
抱
き
着
か
れ
る
。

ふ
さ
「
や
っ
と
き
た
あ
！
」

嘉
兵
衛
「
お
わ
、
な
ん
じ
ゃ
、
な
ん
じ
ゃ
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
飛
び
つ
い
て
き
た
ふ
さ
に

顔
を
向
け
る
。

嘉
兵
衛
「
ふ
さ
…
…
か
。
な
に
し
と
る
ん

じ
ゃ
、
こ
ん
山
中
で
」

　
　
　

ふ
さ
、
一
歩
下
が
る
と
、
頭
を
下
げ

　
　
　

る
。

ふ
さ
「
す
ま
ん
！
」

嘉
兵
衛
「
は
？
」

ふ
さ
「
す
ま
ん
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
首
を
傾
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
だ
か
ら
、
な
ん
じ
ゃ
あ
？
」

ふ
さ
「
言
う
て
し
も
う
た
！
」

嘉
兵
衛
「
何
を
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
へ
顏
を
上
げ
る
。
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嘉
兵
衛
「
ふ
さ
に
は
何
も
怒
っ
と
ら
ん
」

ふ
さ
「
じ
ゃ
っ
た
ら
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
櫛
を
嘉
兵
衛
に
渡
す
。

ふ
さ
「
わ
し
の
宝
物
。
持
っ
と
い
て
！
」

嘉
兵
衛
「
は
？
」

ふ
さ
「
ど
う
せ
、弟
の
嘉
蔵
の
と
こ
じ
ゃ
ろ
？　

様
子
み
て
、
わ
し
も
行
く
か
ら
。
そ
れ
ま
で
、

わ
し
や
と
思
う
て
持
っ
て
お
く
ん
や
」

嘉
兵
衛
「
何
言
う
と
ん
じ
ゃ
、
お
前
は

…
…
」

　
　
　

ふ
さ
、
激
昂
。

ふ
さ
「
行
き
た
い
！
」

嘉
兵
衛
「
い
や
…
…
」

ふ
さ
「
行
き
た
い
！　

行
き
た
い
！　

行
き

た
い
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
顔
を
近
づ
け
る
。

ふ
さ
「
行
く
！　

わ
し
だ
け
こ
ん
村
に
残
る

ん
！　

こ
う
言
う
し
か
な
い
や
ろ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頭
を
抱
え
る
。

嘉
兵
衛
「
で
、
わ
し
が
殺
さ
れ
よ
う
と
し
と

る
、
と
」

　
　
　

ふ
さ
、
顔
を
伏
せ
る
。

ふ
さ
「
す
ま
ん
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
下
げ
た
頭
を
撫
で

　
　
　

る
。

嘉
兵
衛
「
え
え
わ
。
ど
の
道
、
も
う
こ
り
ご

り
や
っ
た
、
こ
ん
村
に
ゃ
。
え
え
機
会
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
顔
を
上
げ
る
。

ふ
さ
「
村
だ
け
か
？　

わ
し
に
も
こ
り
ご
り

か
？
」

嘉
兵
衛
「
そ
れ
は
…
…
。
そ
ん
な
事
は
ぁ
、

な
い
こ
と
も
な
い
こ
と
も
な
い
」

ふ
さ
「
は
っ
き
り
せ
い
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ほ
ほ
笑
む
。
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〇
満
月

〇
山
中
・
夜

　
　
　

ふ
さ
、
服
を
整
え
て
い
る
。

ふ
さ
「
も
、
も
う
…
…
嘘
や
な
い
か
ら
、
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
腰
ひ
も
を
し
っ
か
り
と
占

め
る
。

嘉
兵
衛
「
お
う
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
櫛
を
胸
の
内
に
し
ま
う
。

嘉
兵
衛
「
ゆ
っ
く
り
来
い
。
急
い
で
、
一
人

前
に
な
っ
て
お
く
か
ら
の
」

　
　
　

ふ
さ
、
ほ
ほ
笑
む
。

ふ
さ
「
お
う
」

〇
浜
辺
・
夜

　
　
　

小
舟
を
海
に
出
し
、
乗
り
込
む

な
ど
、
絶
対
、
嫌
！　

行
く
か
ら
な
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
嘆
息
。

嘉
兵
衛
「
金
、
無
い
で
」

ふ
さ
「
稼
げ
ば
え
え
じ
ゃ
ろ
！
」

嘉
兵
衛
「
稼
ぐ
…
…
。
簡
単
に
言
う
な
」

ふ
さ
「
な
ん
で
も
で
き
る
！　

わ
し
等
な

ら
！
」

　
　
　

生
き
生
き
と
し
た
ふ
さ
の
顏
。

嘉
兵
衛
「
で
も
な
…
…
」

　
　
　

ふ
さ
、
ぐ
っ
と
体
を
近
づ
け
て
く
る
。

ふ
さ
「
嘘
や
か
ら
、
説
得
力
が
無
い
ん
や
な
」

嘉
兵
衛
「
は
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
を
見
上
げ
る
。

ふ
さ
「
契
っ
と
く
か
？
」

嘉
兵
衛
「
何
を
…
…
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ご
く
っ
と
唾
を
飲
み
込
む
。

　
　
　

ふ
さ
の
美
し
い
瞳
。
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嘉
兵
衛
「
村
八
分
に
あ
っ
て
の
！　

…
…

な
ー
ん
ち
ゃ
っ
て
」

　
　
　

ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
嘉
兵
衛
。

　
　
　

嘉
蔵
（
20
）
と
堺
屋
喜
兵
衛
（
35
）

　
　
　

が
や
っ
て
き
て
、
疑
問
を
浮
か
べ
る
。

嘉
蔵
「
兄
や
ん
、
何
し
と
る
」

嘉
兵
衛
「
い
や
…
…
、
あ
ぁ
、
そ
の
だ
な

…
…
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
嘆
息
し
て
家
へ
招
く
。

喜
兵
衛
「
入
れ
。
兄
者
か
ら
聞
い
と
る
。
来

る
と
思
う
と
っ
た
わ
。
話
、
き
か
せ
い
」

　
　
　

罰
の
悪
い
表
情
で
、
喜
兵
衛
、

　
　
　

会
釈
す
る
。

〇
同
・
居
間
・
中

　
　
　

嘉
兵
衛
、
土
下
座
を
す
る
。

嘉
兵
衛
「
こ
こ
で
、
雇
う
て
く
だ
さ
い
」

　
　
　

嘉
兵
衛
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
櫛
を
ま
じ
ま
じ
と

　
　
　

見
つ
め
、
懐
へ
入
れ
る
。

嘉
兵
衛
「
さ
て
、
行
く
か
の
。
こ
の
海
、
ど

こ
ま
で
続
い
と
る
か
、
し
か
と
見
届
け
た
る

わ
」

　
　
　

船
を
漕
ぎ
出
す
。

　
　
　

暗
い
海
に
、
月
光
が
道
を
作
る
。

◯
西
出
町
の
街
・
喜
兵
衛
の
家
・
玄
関
前

　
　
　

Ｔ
「
江
戸
へ
、
翔
る
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
長
屋
の
周
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ

　
　
　

し
て
い
る
。

　
　
　

思
い
立
っ
た
様
に
片
手
を
上
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
お
、
お
う
、
こ
ち
ら
で
荷
受
け
が

あ
っ
て
…
…
」

　
　
　

言
葉
を
止
め
て
咳
込
む
。
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喜
兵
衛
、
根
負
け
し
て
頷
く
。

喜
兵
衛
「
奉
公
人
と
、
同
じ
に
扱
う
で
。
食

い
ぶ
ち
は
、
己
で
稼
ぐ
ん
や
」

嘉
兵
衛
「
承
知
の
上
じ
ゃ
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
覚
悟
を
決
め
た
面
持
ち
。

〇
船
着
き
場
・
外

　
　
　

嘉
兵
衛
、
船
に
荷
を
積
ん
で
い
く
。

　
　
　

嘉
蔵
、
慌
て
て
や
っ
て
く
る
。

嘉
蔵
「
兄
や
ん
、
何
し
と
る
！
」

嘉
兵
衛
「
お
う
嘉
蔵
、
出
る
ぞ
。
因
幡
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
蔵
、
空
を
見
上
げ
る
と
曇
っ
て

　
　
　

い
る
。

嘉
蔵
「
出
る
っ
て
、
あ
ん
空
の
天
候
じ
ゃ
、

誰
も
出
取
ら
ん
で
」

嘉
兵
衛
「
誰
も
出
ん
か
ら
、
儲
か
る
ん
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
蔵
、
嫌
そ
う
な
表
情
。

　
　
　

喜
兵
衛
、
腕
を
組
ん
で
困
っ
て
い
る
。

喜
兵
衛
「
お
前
の
船
の
腕
は
知
っ
と
る
ん
や
、

じ
ゃ
が
…
…
村
、
抜
け
た
ん
や
ろ
？　

う
ち

が
淡
路
に
卸
せ
ん
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ど
う

す
る
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
顔
を
上
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
高
々
、
若
衆
が
い
き
っ
と
る
だ
け

や
。
そ
れ
に
、
淡
路
程
度
の
卸
し
先
や
っ
た

ら
、
別
を
探
せ
ば
え
え
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
苦
い
顏
を
す
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
座
っ
た
ま
ま
喜
兵
衛
へ

　
　
　

距
離
を
詰
め
る
。

嘉
兵
衛
「
因
幡
だ
け
や
の
う
て
、
北
で
も
西

で
も
東
で
も
行
く
つ
も
り
じ
ゃ
。
わ
し
が
お

る
と
、
何
か
と
便
利
や
ぞ
」

　
　
　

喜
兵
衛
と
嘉
兵
衛
の
睨
み
合
い
。
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嘉
兵
衛「
冷
た
い
風
は
沖
に
流
れ
と
る
。
放
っ

て
お
け
ば
過
ぎ
て
い
く
わ
。
ま
だ
、
こ
ん
な

風
も
読
め
ん
の
か
、
嘉
蔵
」

　
　
　

嘉
蔵
、
苦
笑
い
。

嘉
蔵
「
さ
、
す
が
、
兄
や
ん
」

〇
鳥
取
県
赤
崎
港
・
船
着
き
場

　
　
　

Ｔ
「
鳥
取
藩
赤
崎
港
」

　
　
　

平
然
と
荷
下
ろ
し
す
る
嘉
兵
衛
。

　
　
　

嘉
蔵
も
荷
下
ろ
し
を
し
て
い
る
と
、

　
　
　

嘉
兵
衛
と
卸
の
男
が
帳
簿
を
持
っ
て

　
　
　

話
し
て
い
る
。

卸
の
男
「
い
や
い
や
、
さ
す
が
に
そ
れ
は
払

え
ん
な
ぁ
、
灘
の
酒
と
は
い
え
高
す
ぎ
る
」

嘉
兵
衛
「
や
っ
た
ら
買
わ
ん
で
え
え
。
こ
ん

梅
雨
時
に
鯨
海
を
渡
る
船
は
少
な
い
の
で

な
、
他
で
も
引
き
手
は
あ
る
ん
じ
ゃ
」

〇
海
・
船
上
・
外

　
　
　

船
先
に
立
っ
て
い
る
嘉
兵
衛
、
舵
を

持
っ
て
い
る
嘉
蔵
へ
手
を
出
し
て
合
図
。

嘉
兵
衛
「
止
め
い
！　

錨
を
降
ろ
す
」

嘉
蔵
「
こ
こ
で
か
？　

海
の
真
ん
中
や
で
」

　
　
　

二
人
で
錨
を
降
ろ
す
。

　
　
　

船
首
で
嘉
兵
衛
が
先
に
あ
る
天
候
の

悪
い
海
を
眺
め
て
い
る
。

嘉
兵
衛
「
半
刻
寝
と
れ
」

　
　
　

嘉
蔵
、
寝
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
嘉
蔵
を
叩
く
。

嘉
兵
衛
「
起
き
い
！　

ほ
ん
ま
に
寝
る
奴
が

あ
る
か
」

嘉
蔵
「
嵐
の
前
に
、
体
力
を
…
…
」

　
　
　

海
の
先
の
天
候
が
晴
れ
て
い
る
。

嘉
蔵
「
晴
れ
と
る
」
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嘉
蔵
「
わ
し
の
、
兄
や
ん
じ
ゃ
」

〇
兵
庫
港
・
船
着
き
場

　
　
　

Ｔ
「
兵
庫
港
西
宮
」

　
　
　

嘉
兵
衛
が
船
を
降
り
て
く
る
。

　
　
　

そ
の
ま
ま
別
の
荷
を
積
み
こ
む
。

嘉
蔵
「
何
し
よ
る
！
？
」

嘉
兵
衛
「
行
く
ぞ
、
次
は
熊
野
じ
ゃ
」

嘉
蔵
「
戻
っ
た
ば
っ
か
り
じ
ゃ
」

嘉
兵
衛
「
い
ま
は
時
化
が
悪
い
。
儲
け
ど
き

じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
蔵
、
空
を
眺
め
る
と
天
候
が
悪
い
。

嘉
蔵
「
今
回
も
、
晴
れ
る
ん
や
ろ
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
腕
を
組
ん
で
睨
む
。

嘉
兵
衛
「
今
回
は
…
…
の
お
」

〇
海
上
・
船
・
夜

卸
の
男
「
い
や
い
や
、
待
た
ん
か
！　

１
割
、

差
し
引
い
て
く
れ
ん
か
」

　
　
　

そ
ろ
ば
ん
を
弾
い
て
み
せ
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
嶮
し
い
表
情
。

嘉
兵
衛
「
そ
れ
は
三
割
じ
ゃ
。
そ
ろ
ば
ん
が

読
め
ん
と
思
う
て
お
る
じ
ゃ
ろ
。
吹
っ
掛
け

ら
れ
て
機
嫌
が
悪
い
。
負
け
て
五
分
じ
ゃ
」

　
　
　

卸
の
男
は
苦
し
い
表
情
で
項
垂
れ

　
　
　

る
。

卸
の
男
「
し
ゃ
ー
な
い
の
。
そ
れ
で
え
え
わ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
は
握
手
を
す
る
。

　
　
　

卸
の
男
は
嘉
蔵
を
見
つ
け
て
や
っ
て

　
　
　

く
る
。

卸
の
男
「
堺
屋
に
お
っ
た
か
？　

あ
ん
な
奴
。

こ
の
天
候
で
船
動
か
し
て
、
読
み
書
き
数
字
、

駆
け
引
き
も
で
き
よ
る
わ
」

　
　
　

嘉
蔵
、
に
ん
ま
り
微
笑
む
。
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嘉
蔵
「
よ
う
、
立
っ
と
れ
る
な
、
あ
ん
な
嵐

の
中
で
」

嘉
兵
衛
「
内
の
モ
モ
を
絞
っ
て
立
つ
ん
じ
ゃ
。

知
ら
ん
の
か
」

嘉
蔵
「
誰
も
、
知
ら
ん
の
や
な
い
か
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
は
笑
う
。

嘉
兵
衛
「
緩
い
の
、
兵
庫
の
船
乗
り
は
。
内

海
か
ら
出
直
せ
い
」

　
　
　

嘉
蔵
、
苦
笑
い
。

〇
兵
庫
港
・
船
着
き
場

　
　
　

船
が
帰
っ
て
来
る
と
、
ま
た
嘉
兵
衛

は
荷
を
積
も
う
と
す
る
。

嘉
蔵
「
ま
た
か
え
！
」

　
　
　

喜
兵
衛
が
や
っ
て
く
る
。

喜
兵
衛
「
嘉
兵
衛
、
ち
ょ
い
と
え
え
か
？　

話
が
あ
る
」

　
　
　

嵐
の
中
を
船
が
進
ん
で
い
る
。

　
　
　

嘉
蔵
、
ず
ぶ
濡
れ
で
な
ん
と
か
縄
に

捕
ま
っ
て
い
る
。

嘉
蔵
「
大
時
化
じ
ゃ
！　

死
ん
で
し
ま
う
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
帆
の
ロ
ー
プ
を
引
い
て

　
　
　

い
る
。

嘉
兵
衛
「
ひ
っ
く
り
返
ら
ん
限
り
、
死
に
ゃ

せ
ん
わ
！　

放
り
出
さ
れ
ん
よ
う
に
、
体
を

縛
っ
と
け
！
」

　
　
　

嘉
蔵
は
縄
で
体
を
し
ば
る
が
、
嘉
兵

衛
は
そ
う
し
た
処
置
を
し
て
い
な
い
。

　
　
　

嵐
の
中
で
、
帆
を
引
い
て
い
る
。

　
　
　

嵐
が
収
ま
る
。

　
　
　

肩
で
息
を
し
て
い
る
嘉
蔵
。

　
　
　

嘉
兵
衛
は
上
着
を
海
に
絞
っ
て

　
　
　

い
る
。
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喜
兵
衛
、
首
を
傾
げ
る
。

〇
西
出
町
・
街
中
・
外

　
　
　

三
度
笠
を
被
っ
た
ふ
さ
が
、
小
屋
の

　
　
　

間
を
そ
そ
く
さ
と
抜
け
て
い
く
。

　
　
　

一
つ
の
小
屋
影
に
入
り
、
き
ょ
ろ

　
　
　

き
ょ
ろ
と
見
回
す
。

　
　
　

ま
た
別
の
小
屋
影
ま
で
走
り
、

　
　
　

見
回
す
。

　
　
　

次
の
小
屋
の
前
で
顔
を
出
し
、

　
　
　

一
軒
家
を
覗
く
。

　
　
　

背
後
か
ら
嘉
兵
衛
の
声
。

嘉
兵
衛
「
な
に
し
と
ん
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
驚
く
。

ふ
さ
「
ひ
ゃ
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
振
り
返
る
と
嘉
兵
衛
が
い
る
。

ふ
さ
「
あ
ん
た
か
ぁ
、
び
っ
く
り
さ
す
な
」

嘉
兵
衛
「
ん
？
」

〇
喜
兵
衛
の
家
・
居
間
・
中

　
　
　

居
間
で
茶
を
飲
ん
で
い
る
喜
兵
衛
と

嘉
兵
衛
と
、
隣
で
寝
て
い
る
嘉
蔵
。

喜
兵
衛
「
生
き
急
い
ど
ら
ん
か
？　

嘉
兵
衛
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
そ
し
ら
ぬ
表
情
。

喜
兵
衛
「
熊
野
ま
で
出
ろ
な
ん
ぞ
、
わ
し
は

言
う
と
ら
ん
ぞ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
顔
を
下
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
は
よ
う
、
一
人
前
に
な
ら
ん
と

…
…
」

喜
十
郎
「
ま
だ
２
２
じ
ゃ
。
そ
な
い
急
が
ん

で
も
」

嘉
兵
衛
「
急
ぐ
…
…
ん
じ
ゃ
」

喜
兵
衛
「
な
ん
で
ぇ
？
」

嘉
兵
衛
「
そ
れ
は
…
…
」
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へ
い
く
。

ふ
さ
「
こ
こ
や
な
？　

い
く
で
」

　
　
　

嘆
息
す
る
嘉
兵
衛
。

嘉
兵
衛
「
ほ
ら
み
い
、
急
い
で
も
こ
う
な
る

ん
じ
ゃ
」

〇
喜
兵
衛
の
家
・
居
間
・
中

　
　
　

ふ
さ
が
正
座
で
畳
へ
手
を
つ
き
、

　
　
　

喜
兵
衛
と
対
面
し
て
い
る
。

　
　
　

喜
兵
衛
も
苦
し
い
表
情
で
嘉
兵
衛
へ

　
　
　

視
線
を
送
っ
て
い
る
。

　
　
　

喜
兵
衛
の
隣
に
は
妻
の
貞
代
（
30
）

も
座
っ
て
い
る
。

ふ
さ
「
旦
那
が
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
じ
っ
と
り
嘉
兵
衛
を
見
る
。

喜
兵
衛
「
旦
那
…
…
」

　
　
　

ほ
っ
と
す
る
ふ
さ
。

嘉
兵
衛
「
も
う
、
来
よ
っ
た
か
」

　
　
　

渋
面
を
作
る
嘉
兵
衛
。

　
　
　

ふ
さ
、
こ
の
言
葉
に
む
っ
と
怒
る
。

ふ
さ
「
な
に
よ
ぉ
、
そ
れ
が
身
一
つ
で
追
う

て
き
た
女
へ
の
第
一
声
か
？
」

　
　
　

怒
り
顔
で
ぐ
っ
と
顔
を
近
づ
け
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
た
じ
ろ
い
で
視
線
を
逸
ら

　
　
　

す
。

嘉
兵
衛
「
早
す
ぎ
じ
ゃ
」

ふ
さ
「
あ
ん
な
村
で
じ
っ
と
し
と
れ
る
か
！　

夜
這
い
か
け
ら
れ
る
わ
！　

え
え
ん
か
？　

そ
れ
で
、
あ
ん
た
は
え
え
ん
か
！
」

嘉
兵
衛
「
し
か
し
…
…
ま
だ
金
が
」

ふ
さ
「
半
年
も
や
っ
て
て
、
ま
だ
半
人
前
か

え
？　

情
け
な
い
事
聞
か
さ
ん
と
い
て
」

　
　
　

ふ
さ
、
道
へ
出
る
と
長
屋
の
玄
関
前
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と
、
給
金
な
ん
ぞ
ど
こ
で
も
出
せ
ん
で
」

ふ
さ
「
と
は
い
え
、
村
抜
け
し
て
も
う
た
以

上
、
行
く
場
も
あ
り
ま
せ
ん
」

貞
代
「
な
ん
で
、
も
う
ち
ょ
い
村
で
耐
え
な

ん
だ
」

ふ
さ
「
一
年
あ
れ
ば
、
嘉
兵
衛
は
や
る
男
で

す
！　

と
、
見
込
ん
で
お
り
ま
す
故
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
嘆
息
。

嘉
兵
衛
「
ま
だ
、
半
年
じ
ゃ
…
…
」

　
　
　

ふ
さ
は
引
こ
う
と
し
な
い
。

　
　
　

貞
代
も
根
負
け
し
た
様
子
。

貞
代
「
分
か
っ
た
。
奉
公
先
、
探
し
て
み
る

わ
。
せ
や
け
ど
、一
緒
に
は
住
ま
れ
へ
ん
で
？　

ま
と
も
な
給
金
が
出
る
ま
で
、
生
き
凌
ぐ
だ

け
の
生
活
し
か
…
…
」

　
　
　

言
葉
を
遮
り
、
ふ
さ
は
土
下
座
で

　
　
　

頭
を
畳
に
付
け
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
顔
を

　
　
　

伏
せ
る
。

ふ
さ
「
つ
き
ま
し
て
は
、
私
め
も
こ
こ
堺
屋

へ
御
奉
公
さ
せ
て
頂
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
嘆
息
し
て
首
を
振
る
。

喜
兵
衛
「
家
も
持
た
ず
に
夫
婦
と
は
…
…
近

頃
の
若
い
も
ん
は
」

　
　
　

ふ
さ
、
凛
々
し
く
顔
を
上
げ
る
。

ふ
さ
「
よ
ろ
し
ゅ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」

喜
兵
衛
「
嘉
兵
衛
と
嘉
蔵
だ
け
で
手
一
杯
や
。

寝
る
部
屋
も
な
い
わ
。
お
ま
け
に
、
う
ち
は

廻
船
…
…
」

ふ
さ
「
よ
ろ
し
ゅ
う
！　

お
願
い
申
し
上
げ

と
り
ま
す
！
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
貞
代
へ
向
く
。

貞
代
「
押
し
の
強
い
子
や
な
ぁ
。
半
人
前
や
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喜
兵
衛
「
一
人
前
へ
の
近
道
は
、
一
つ
や
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
真
剣
な
面
持
ち
で
視
線
を

向
け
る
。

喜
兵
衛
「
樽
、
乗
っ
て
み
る
か
？
」

　
　
　

二
人
は
視
線
を
合
わ
せ
る
。

〇
兵
庫
港
・
船
着
き
場

　
　
　

酒
樽
が
ど
ん
ど
ん
と
運
ば
れ
て
く

る
。

　
　
　

真
剣
な
眼
差
し
で
み
つ
め
る
嘉
兵
衛

と
嘉
蔵
。

嘉
蔵
「
す
げ
え
。
た
っ
た
半
年
で
樽
な
ん
て
、

兄
や
ん
は
や
っ
ぱ
り
す
げ
え
」

嘉
兵
衛
「
江
戸
ま
で
、
辿
り
着
け
ば
の
話

じ
ゃ
」

　
　
　

兵
庫
の
卸
は
や
っ
て
く
る
。

兵
庫
の
卸
「
江
戸
へ
の
樽
廻
船
は
、花
形
じ
ゃ

け
の
。
腕
の
良
し
悪
し
は
、
す
ぐ
に
兵
庫
中

ふ
さ
「
か
た
じ
け
な
い
！
」

　
　
　

貞
代
、
喜
兵
衛
、
共
に
嘉
兵
衛
を
見

る
。

貞
代
「
え
ら
い
嫁
、
も
ろ
う
た
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
も
頭
を
抱
え
て
い
た
が
、
頭

を
下
げ
て
い
る
ふ
さ
の
背
中
を
擦
る
。

嘉
兵
衛
「
淡
路
一
の
、
別
嬪
で
す
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
貞
代
は
微
笑
む
。

　
　
　

ふ
さ
と
貞
代
が
出
て
い
く
。

　
　
　

喜
兵
衛
、
酒
瓶
と
ち
ょ
こ
を
持
っ
て

　
　
　

来
て
嘉
兵
衛
の
前
へ
お
き
、
酒
を

　
　
　

注
ぐ
。

喜
兵
衛
「
祝
言
は
ま
だ
先
じ
ゃ
が
、
一
杯
、

付
き
合
え
」

　
　
　

二
人
は
酒
を
注
い
だ
ち
ょ
こ
で
乾
杯

　
　
　

し
て
、
ぐ
い
っ
と
飲
む
。

　
　
　

喜
兵
衛
、
冷
静
に
呟
く
。
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さ
れ
る
。

〇
海
・
船
上
・
外

　
　
　

嘉
兵
衛
が
船
主
で
海
を
眺
め
て
い

る
。

　
　
　

Ｔ
「
熊
野
灘
」

　
　
　

嘉
蔵
も
や
っ
て
く
る
。

嘉
蔵
「
そ
ろ
そ
ろ
熊
野
に
入
る
で
、
兄
や
ん
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
身
を
乗
り
出
す
よ
う
に
海

の
先
を
見
て
い
る
。

　
　
　

指
で
そ
の
先
を
指
示
す
る
。

嘉
兵
衛
「
頭
！　

少
し
、
向
こ
う
へ
寄
せ
て

く
れ
！
」

　
　
　

嘉
蔵
、
驚
く
。

嘉
蔵
「
あ
っ
ち
は
あ
か
ん
て
！　

黒
潮
で
流

さ
れ
る
で
」

嘉
兵
衛
「
知
っ
と
る
わ
。
青
黒
く
潮
が
濁
っ

に
広
が
る
で
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
真
剣
に
船
を
見
つ
め
る
。

〇
日
本
地
図

　
　
　

日
本
地
図
と
、
太
平
洋
側
を
通
る

　
　
　

経
路
。

Ｎ
「
西
国
の
酒
は
、
江
戸
で
は
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
て
い
た
。
腐
敗
の
早
い
酒
を
運
ぶ
に
は
、

短
期
間
で
の
運
航
技
術
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

ら
を
専
門
に
運
ぶ
船
問
屋
は
樽
廻
船
と
称
さ

れ
た
」

　
　
　

太
平
洋
を
抜
け
て
い
く
黒
潮
。

Ｎ
「
し
か
し
、
潮
に
よ
り
遠
洋
へ
流
さ
れ
る

危
険
性
も
あ
り
、
難
所
も
多
い
命
が
け
の
航

路
と
も
さ
れ
て
い
た
」

　
　
　

和
歌
山
県
紀
伊
大
島
（
熊
野
）、
愛

知
県
伊
良
湖
岬
に
×
印
で
「
難
所
」
と
表
示
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握
っ
て
い
る
船
頭
の
も
と
へ
行
く
。

嘉
兵
衛
「
頭
、
こ
の
辺
り
で
栄
え
と
る
漁
港

へ
寄
れ
る
か
？
」

船
頭
「
串
本
あ
た
り
じ
ゃ
ろ
が
…
…
今
は
樽

を
運
ん
で
お
る
最
中
や
ぞ
」

嘉
兵
衛「
構
わ
ん
。
ふ
だ
ん
は
半
月
じ
ゃ
ろ
？　

わ
し
な
ら
、
十
日
も
あ
れ
ば
十
分
じ
ゃ
」

船
頭
「
ま
ぁ
、
こ
こ
ま
で
も
十
分
に
早
う
来

と
る
し
の
…
…
」

嘉
兵
衛
「
こ
の
先
、
こ
の
寄
り
道
が
莫
大
な

利
益
に
な
る
や
も
し
れ
ん
」

　
　
　

船
頭
は
首
を
傾
げ
る
。

〇
串
本
港
・
船
着
き
場

　
　
　

Ｔ
「
和
歌
山
県
串
本
港
」

　
　
　

港
の
漁
師
達
の
元
へ
行
く
嘉
兵
衛
。

と
る
。
じ
ゃ
が
、
見
え
る
の
は
そ
れ
だ
け
や

な
い
」

　
　
　

嘉
蔵
、
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
海
の
先

を
眺
め
る
。

　
　
　

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
水
面
上
を
魚
が
跳

ね
て
い
る
。

嘉
蔵
「
あ
れ
は
…
…
」

嘉
兵
衛
「
鰹
じ
ゃ
。
ど
え
ら
い
群
れ
で
泳
い

ど
る
」

　
　
　

船
が
寄
っ
て
い
く
と
、
水
面
に
大
量

　
　
　

の
鰹
が
泳
い
で
い
る
。

嘉
蔵
「
よ
う
、
見
え
る
も
ん
や
な
、
あ
ん
な

遠
く
か
ら
」

嘉
兵
衛
「
漁
師
も
し
と
っ
た
か
ら
の
、
波
の

動
き
で
一
目
瞭
然
や
」

嘉
蔵
「
は
ぁ
…
…
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
地
図
を
広
げ
な
が
ら
舵
を
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ら
が
か
？　

何
を
ど
う
す
る
い
う
話
や
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
体
を
前
の
め
り
に
し
て
、

　
　
　

小
声
で
話
す
。

嘉
兵
衛
「
実
は
…
…
」

　
　
　

こ
れ
を
聞
い
て
、
網
元
は
爆
笑
す
る
。

網
元
「
何
を
大
ぼ
ら
ふ
き
よ
る
、
小
僧
。
そ

ん
な
事
で
き
る
は
ず
も
な
か
ろ
う
」

嘉
兵
衛
「
今
は
で
き
ん
。
じ
ゃ
が
、
来
年
な

ら
…
…
手
筈
を
つ
け
る
で
」

　
　
　

網
元
、
ギ
ロ
っ
と
嘉
兵
衛
を
睨
む
。

網
元
「
ほ
う
…
…
。
ど
こ
か
ら
来
る
自
信

じ
ゃ
」

嘉
兵
衛
「
今
か
ら
、
江
戸
に
行
く
。
そ
こ
で
、

当
て
を
見
つ
け
て
く
る
つ
も
り
じ
ゃ
」

　
　
　

網
元
、
立
ち
上
が
り
背
を
向
け
る
。

網
元
「
そ
の
頃
、
ま
た
寄
れ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
訊
ね
た
い
こ
と
が
あ
る
。
網
元
に

会
え
る
か
の
」

　
　
　

漁
師
は
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

〇
網
元
の
家
・
門
の
外

　
　
　

網
元
の
家
か
ら
出
て
く
る
嘉
兵
衛
と

嘉
蔵
。

　
　
　

嘉
蔵
は
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
る
。

嘉
蔵
「
兄
や
ん
と
お
る
と
、
肝
が
幾
つ
あ
っ

て
も
足
ら
ん
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
は
笑
う
。

嘉
兵
衛
「
じ
ゃ
が
、
思
う
た
通
り
じ
ゃ
」

〇
（
回
想
）
網
元
の
家
・
応
接
間
・
中

　
　
　

畳
の
敷
か
れ
た
間
で
、
嘉
兵
衛
、
嘉

蔵
が
熊
野
の
網
元
（

５０
）
と
対
面
し
て
い
る
。

熊
野
の
網
元
「
手
伝
う
？　

じ
ゃ
と
。
お
前



36

　
　
　

Ｔ
「
品
川
港
」

　
　
　

商
人
が
集
ま
っ
て
お
り
、
小
舟
か
ら

荷
を
下
ろ
す
嘉
兵
衛
達
を
見
物
し
て
い
る
。

　
　
　

江
戸
の
商
人
が
呆
然
と
勘
定
を
し
て

　
　
　

い
る
。

江
戸
の
商
人
「
ほ
ん
と
に
、
十
日
で
来
た
ん

か
」

嘉
兵
衛
「
西
か
ら
飛
脚
が
来
と
ろ
う
」

江
戸
の
商
人
「
先
刻
着
い
た
ば
か
り
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
笑
う
。

嘉
兵
衛
「
相
変
わ
ら
ず
、
足
の
遅
い
奴
等

じ
ゃ
」

　
　
　

商
人
達
は
驚
く
。

嘉
兵
衛
「
ど
う
航
路
を
取
れ
ば
十
日
で
来
れ

る
か
、
聞
き
と
う
な
い
か
？
」

江
戸
の
商
人
「
聞
き
た
い
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ニ
マ
っ
と
微
笑
み
商
人
達

〇
海
・
船
上

　
　
　

嘉
蔵
、
不
安
げ
な
様
子
。

嘉
蔵
「
江
戸
に
、
何
が
あ
る
ん
じ
ゃ
」

嘉
兵
衛
「
さ
あ
の
」

嘉
蔵
「
さ
ぁ
、
っ
て
！
？　

当
て
は
な
い
ん

か
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
笑
う
。

嘉
兵
衛
「
何
か
あ
る
に
決
ま
っ
て
お
る
。
見

て
見
い
、
嘉
蔵
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
真
っ
青
に
晴
れ
た
北
の
空

　
　
　

を
指
す
。

嘉
兵
衛
「
何
か
、
あ
り
そ
う
な
空
じ
ゃ
ろ
」

嘉
蔵
「
晴
れ
晴
れ
…
…
や
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
笑
う
。

〇
江
戸
港
・
船
着
き
場
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商
人
、
ク
イ
っ
と
酒
を
飲
む
。

江
戸
の
商
人
「
だ
が
、
十
日
で
満
足
し
な
さ

ん
な
。
新
年
に
も
な
れ
ば
、
十
日
じ
ゃ
遅
い
」

嘉
兵
衛
「
新
酒
番
船
じ
ゃ
な
。
毎
年
、
新
酒

を
江
戸
に
運
ぶ
一
番
乗
り
を
競
っ
と
る
ん

や
っ
た
な
。
そ
こ
で
も
、
一
番
乗
り
に
な
っ

た
る
」

　
　
　

商
人
達
は
爆
笑
す
る
。

商
人
「
あ
ん
さ
ん
み
た
い
な
若
者
が
な
っ
た

事
は
な
い
な
。
十
年
は
乗
ら
ん
と
、
相
手
に

な
ら
ん
」

嘉
兵
衛
「
故
に
、
わ
し
が
取
っ
た
ら
一
人
前

の
証
に
な
る
」

商
人
「
そ
り
ゃ
…
…
勿
論
そ
う
だ
が
、
毎
年

一
番
乗
り
は
、
江
戸
と
西
宮
を
五
日
で
き
よ

る
ぞ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
頷
く
。

　
　
　

全
員
へ
言
う
。

嘉
兵
衛
「
新
鮮
な
酒
も
あ
る
。
魚
で
つ
ま
ん

で
話
す
と
す
る
か
の
」

　
　
　

商
人
達
は
騒
ぐ
。

　
　
　

樽
を
降
ろ
し
て
い
る
嘉
蔵
は
、
そ
の

　
　
　

異
様
な
風
景
に
嘆
息
す
る
。

嘉
蔵
「
ど
こ
で
も
人
へ
寄
っ
て
い
く
な
ぁ
、

兄
や
ん
は
」

　
　
　

商
人
達
と
呑
み
に
い
っ
て
し
ま
う

　
　
　

嘉
兵
衛
。

〇
酒
飯
屋
・
中

　
　
　

商
人
達
と
愉
快
に
酒
を
飲
み
交
わ
す

　
　
　

嘉
兵
衛
。

江
戸
の
商
人
「
何
と
！　

ま
だ
奉
公
人
か
？　

そ
れ
で
そ
の
腕
と
は
、
将
来
有
望
じ
ゃ
の
」
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江
戸
の
商
人
「
元
は
兄
さ
ん
と
同
じ
、
廻
船

問
屋
で
す
。
時
化
で
流
さ
れ
、
ロ
シ
ア
で
暮

ら
し
て
い
た
そ
う
で
す
な
」

嘉
兵
衛
「
ロ
シ
ア
…
…
？　

な
ん
じ
ゃ
、
そ

れ
は
」

江
戸
の
商
人
「
遠
い
北
。
蝦
夷
よ
り
も
北
へ

上
る
と
、
氷
に
覆
わ
れ
た
大
国
が
あ
る
と
言

い
ま
す
。
そ
の
名
も
、
ロ
シ
ア
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ち
ょ
こ
を
机
に
落
と
し
、

　
　
　

震
え
る
。

嘉
兵
衛
「
そ
れ
じ
ゃ
」

江
戸
の
商
人
「
そ
れ
？
」

嘉
兵
衛
「
そ
れ
じ
ゃ
！
」

　
　
　

席
を
立
ち
走
っ
て
出
て
い
く
。

〇
同
・
玄
関
外

　
　
　

嘉
兵
衛
は
急
い
で
出
て
く
る
と
、

嘉
兵
衛
「
五
日
…
…
の
う
」

　
　
　

嘉
兵
衛
が
ち
ょ
こ
に
口
を
付
け
る

　
　
　

と
、
背
後
か
ら
酔
っ
た
大
黒
屋
光
太

夫
（

４５
）、
が
圧
し
掛
か
っ
て
来
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
大
黒
屋
を
押
し
の
け
る
。

嘉
兵
衛
「
な
ん
じ
ゃ
！
」

　
　
　

真
っ
赤
な
顔
の
大
黒
屋
が
、
呟
く
。

大
黒
屋
「
ブ
ラ
シ
ュ
ー
」

嘉
兵
衛
「
は
？
」

　
　
　

商
人
が
グ
イ
っ
と
嘉
兵
衛
の
袖
を

　
　
　

引
き
、
耳
元
で
囁
く
。

江
戸
の
商
人
「
関
わ
り
さ
ん
な
。
要
人
じ
ゃ
」

嘉
兵
衛
「
要
人
？
」

　
　
　

大
黒
屋
は
千
鳥
足
で
人
に
ぶ
つ
か
り

　
　
　

な
が
ら
店
を
出
て
い
く
。

　
　
　

そ
の
様
を
じ
っ
と
直
視
す
る

　
　
　

嘉
兵
衛
。
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く
れ
ま
す
か
？
」

嘉
兵
衛
「
何
杯
で
も
飲
め
い
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
大
黒
屋
の
背
を
押
し
、

　
　
　

近
く
の
酒
場
へ
入
っ
て
い
く
。

〇
酒
飯
屋
・
中

　
　
　

大
黒
屋
は
、
揚
々
と
語
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
酒
も
飲
ま
ず
に
聞
い
て

　
　
　

い
る
。

大
黒
屋
「
ボ
ル
シ
チ
！　

ピ
ロ
シ
キ
！　

ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
！
」

嘉
兵
衛
「
お
お
、
な
る
ほ
ど
…
…
な
ん
だ
そ

れ
は
！
」

大
黒
屋
「
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
、
サ
ハ
リ
ン
、
ア

ザ
ラ
シ
大
好
き
」

嘉
兵
衛
「
ア
ザ
ラ
シ
！　

と
な
！　

な
ん
だ

そ
れ
は
…
…
」

　
　
　

大
黒
屋
を
探
す
。

　
　
　

す
ぐ
に
見
つ
け
て
後
を
追
う
。

嘉
兵
衛
「
待
て
い
！　

そ
こ
の
も
ん
！
」

　
　
　

大
黒
屋
が
振
り
返
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
は
詰
め
寄
る
。

嘉
兵
衛
「
ほ
ん
ま
か
？　

北
に
、
大
国
が
あ

る
と
」

　
　
　

大
黒
屋
は
ふ
ら
ふ
ら
と
酔
っ
た
顔
で

　
　
　

考
え
る
。

大
黒
屋
「
あ
る
と
か
、
な
い
と
か
ぁ
、
北
と

い
う
か
、
西
と
い
う
か
ぁ
、
シ
ベ
リ
ア
の
先

と
い
う
か
ぁ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
目
が
輝
く
。

嘉
兵
衛
「
き
か
せ
い
！　

そ
の
話
、
も
っ
と

詳
し
ゅ
う
！
」

　
　
　

大
黒
屋
、
パ
ン
と
手
を
打
つ
。

大
黒
屋
「
ハ
ラ
シ
ョ
ー
。
一
杯
、
飲
ま
せ
て
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た
ら
、
あ
ん
さ
ん
の
所
が
専
門
で
す
じ
ゃ
ろ
」

嘉
兵
衛
「
専
門
？
」

江
戸
の
商
人
「
北
前
と
い
え
ば
西
廻
り
。
西

廻
り
と
い
え
ば
兵
庫
、
兵
庫
と
言
え
ば
北
風

様
で
し
ょ
う
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
呆
然
と
す
る
。

嘉
兵
衛
「
と
う
、
だ
い
…
…
も
と
、
く
ら
し
」

　
　
　

商
人
は
笑
う
。

江
戸
の
商
人
「
只
、
蝦
夷
は
要
注
意
で
す
わ
」

嘉
兵
衛
「
何
故
」

江
戸
の
商
人
「
ロ
シ
ア
は
、
御
存
知
で
す

か
？
」

嘉
兵
衛
「
あ
、
あ
ぁ
…
…
」

江
戸
の
商
人
「
随
分
南
下
し
て
お
る
と
の
事
。

お
上
も
神
経
質
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
、

こ
れ
は
極
秘
で
す
が
」

　
　
　

嘉
兵
衛
へ
耳
打
ち
す
る
。

　
　
　

大
黒
屋
は
酔
っ
て
眠
っ
て
し
ま
う

　
　
　

が
、
そ
の
前
で
紙
に
文
字
で
メ
モ
を

　
　
　

し
て
い
る
。

　
　
　

北
海
道
、
北
方
領
土
、
カ
ム
チ
ャ
ツ

　
　
　

カ
半
島
の
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、

　
　
　

そ
の
脇
に
「
あ
い
ぬ
」「
い
ん
て
り

　
　
　

め
ん
」
と
メ
モ
し
て
あ
る
。

嘉
兵
衛
「
や
は
り
、
あ
っ
た
な
。
江
戸
に
は
、

何
で
も
あ
る
わ
」

　
　
　

嬉
し
そ
う
な
嘉
兵
衛
。

〇
江
戸
港
・
船
着
き
場

　
　
　

船
に
嘉
蔵
達
が
荷
積
み
を
し
て
い

　
　
　

る
。

　
　
　

そ
の
脇
で
嘉
兵
衛
は
江
戸
の
商
人
と

　
　
　

話
し
を
し
て
い
る
。

江
戸
の
商
人
「
蝦
夷
、
で
す
か
。
そ
れ
で
し
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網
元
「
た
っ
た
一
度
の
江
戸
で
、
商
売
を
見

つ
け
よ
っ
た
か
。
分
か
っ
た
。
そ
の
話
、乗
っ

た
る
わ
。
只
、
条
件
が
あ
る
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
網
元
か
ら
の
条
件
に
頷
く
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
そ
れ
は
、
条
件
と
は
い
わ
ん
。
前

提
と
い
う
ん
じ
ゃ
」

　
　
　

網
元
と
嘉
兵
衛
は
握
手
を
す
る
。

〇
兵
庫
港
・
船
着
き
場

　
　
　

Ｔ
「
兵
庫
港
西
宮
」

　
　
　

船
が
戻
っ
て
来
る
。

　
　
　

船
着
き
場
に
、
ふ
さ
が
待
っ
て
い
る
。

ふ
さ
「
お
ー
い
！　

お
ー
い
！
」

　
　
　

元
気
よ
く
手
を
ふ
る
ふ
さ
。

　
　
　

喜
兵
衛
に
帳
簿
と
金
銭
を
渡
す
と
、

　
　
　

喜
兵
衛
が
そ
の
う
ち
金
貨
を
取
り
出

江
戸
の
商
人
「
松
前
は
、
幕
府
の
直
轄
に
な

る
や
も
し
れ
ま
せ
ぬ
」

　
　
　

商
人
は
耳
を
話
す
と
、
笑
顔
を
作
る
。

江
戸
の
商
人
「
故
に
、
要
注
意
で
す
。
利
益

を
毟
ら
れ
る
や
も
し
れ
ま
せ
ぬ
の
で
」

　
　
　

商
人
は
去
っ
て
い
く
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
情
報
が
、
ど
こ
に
で
も
転
が
っ
と

る
の
、
江
戸
に
は
」

〇
串
本
港
・
船
着
き
場

　
　
　

Ｔ
「
和
歌
山
県
串
本
港
」

　
　
　

船
着
き
場
で
、
熊
野
の
網
元
と

　
　
　

嘉
兵
衛
が
話
を
し
て
い
る
。

　
　
　

そ
こ
に
嘉
蔵
を
呼
び
、
何
や
ら
話
を

　
　
　

す
る
。

　
　
　

網
元
は
笑
う
。
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嘉
兵
衛
「
…
…
は
？
」

　
　

ふ
さ
、
豪
快
に
玄
関
を
引
く
。

ふ
さ
「
わ
し
ら
の
家
じ
ゃ
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
喜
兵
衛
へ
顏
を
向
け
る
。

　
　
　

喜
兵
衛
、
鼻
の
頭
を
掻
く
。

喜
兵
衛
「
お
前
だ
け
の
為
や
な
い
…
…
」

嘉
兵
衛
「
ふ
さ
の
為
、
で
す
か
…
…
。
忝
い
。

私
が
半
人
前
で
嫁
な
ど
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た

故
…
…
」

　
　
　

ふ
さ
が
首
を
振
る
。

ふ
さ「
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
。
そ
れ
だ
け
、ち
ゃ
う
」

嘉
兵
衛
「
…
…
は
？
」

　
　
　

開
け
ら
れ
た
玄
関
か
ら
、
若
い
弟
た

ち
が
出
て
く
る
。

金
兵
衛
「
兄
や
ん
！　

も
う
、
待
っ
て
ら
れ

ん
ぞ
！
」

嘉
兵
衛
「
金
兵
衛
！
」

　
　
　

し
て
嘉
兵
衛
へ
渡
す
。

嘉
兵
衛
「
こ
れ
は
…
…
」

喜
兵
衛
「
お
前
の
儲
け
分
じ
ゃ
」

嘉
兵
衛
「
し
か
し
」

喜
兵
衛
「
一
度
の
樽
で
、
こ
れ
だ
け
儲
け
た

事
は
、
わ
し
に
は
一
度
も
な
い
か
ら
の
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
ふ
さ
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

喜
兵
衛
「
そ
れ
と
、
や
な
」

　
　
　

〇
街

　
　
　

喜
兵
衛
と
嘉
兵
衛
、
ふ
さ
が
歩
く
。

　
　
　

一
つ
の
家
の
前
で
立
ち
止
る
。

嘉
兵
衛
「
こ
こ
は
…
…
」

喜
兵
衛
「
十
分
じ
ゃ
ろ
、
こ
こ
で
」

　
　
　

ふ
さ
、
満
面
の
笑
み
。

ふ
さ
「
十
分
、
十
分
！　

ほ
ら
、
嘉
兵
衛
！　

礼
を
言
わ
ん
か
」
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〇
嘉
兵
衛
の
自
宅
・
居
間
・
中

　
　
　

ふ
さ
と
嘉
兵
衛
が
帰
っ
て
来
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
手
の
埃
を
払
っ
て
い
る
。

ふ
さ
「
ほ
ん
ま
に
え
え
の
？　

弟
達
…
…
納

屋
で
」

　
　
　

×　

×　

×

　
　
　

藁
の
敷
か
れ
た
納
屋
に
放
り
込
ま
れ

る
四
人
の
兄
弟
。

　
　
　

×　

×　

×

　
　
　

嘉
兵
衛
は
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
構
わ
ん
。
わ
し
も
淡
路
の
頃
か
ら

藁
で
寝
よ
る
。
あ
い
つ
ら
も
同
じ
じ
ゃ
。
お

前
ん
と
こ
ろ
み
た
い
な
贅
沢
は
し
と
ら
ん
」

　
　
　

ふ
さ
、
つ
ん
と
顔
を
背
け
る
。

　
　
　

す
ぐ
に
気
を
取
り
直
し
て
、
笑
顔
に

　
　
　

な
る
。

ふ
さ
「
な
ぁ
、
ど
う
や
っ
た
、
江
戸
」

　
　
　

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
弟
が
出
て
き
て
、

　
　
　

嘉
蔵
も
喜
ぶ
。

嘉
蔵
「
善
兵
衛
！　

嘉
四
郎
！　

嘉
十
郎
！　

お
前
達
ま
で
淡
路
、
出
て
き
た
ん
か
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
と
喜
兵
衛
を
見
る
。

喜
兵
衛
「
こ
ん
だ
け
出
て
来
ら
れ
た
ら
、
わ

し
じ
ゃ
よ
う
面
倒
み
ん
。
お
前
が
、
一
人
前

で
面
倒
み
い
や
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
え
え
、
具
合
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
の
耳
が
動
く
。

ふ
さ
「
ん
？
」

嘉
兵
衛
「
人
手
が
、
い
る
と
こ
ろ
や
っ
た
ん

じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
こ
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と

　
　
　

聞
く
。
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ふ
さ
「
ど
ん
な
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
茶
を
啜
る
。

嘉
兵
衛
「
言
わ
ん
」

　
　
　

ふ
さ
、
目
を
丸
め
る
。

ふ
さ
「
な
ん
で
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
茶
を
飲
む
。

嘉
兵
衛
「
言
霊
、
言
う
て
な
、
口
に
出
す
と

呪
い
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
る
。
じ
ゃ

け
の
…
…
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
様
子
に
気
付
く
。

　
　
　

ふ
さ
、
涙
が
頬
を
伝
っ
て
い
る
。

ふ
さ
「
な
ん
で
ぇ
？　

な
ん
で
ぇ
、
教
え
て

く
れ
ん
の
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
慌
て
て
取
り
繕
う
。

嘉
兵
衛
「
待
て
、
ふ
さ
、
違
う
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
の
胸
を
叩
く
。

　
　
　

茶
を
湯
の
み
に
入
れ
な
が
ら
、

　
　
　

二
人
で
肩
を
並
べ
て
話
す
。

嘉
兵
衛
「
全
然
ち
ゃ
う
の
。
人
も
蟻
の
よ
う

に
多
い
。
女
も
別
嬪
ば
か
り
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
嫌
そ
う
な
表
情
。

ふ
さ
「
ほ
う
…
…
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
笑
っ
て
ふ
さ
の
脇
腹
を

　
　
　

摘
ま
む
。

嘉
兵
衛
「
心
配
す
な
。
お
前
の
方
が
別
嬪

じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
笑
う
。

　
　
　

ふ
さ
、
機
嫌
を
直
し
て
話
を
続
け
る
。

ふ
さ「
そ
ん
な
与
太
話
は
え
え
。
あ
っ
た
か
？　

儲
け
話
は
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
野
望
に
満
ち
た
面
持
ち
に

　
　
　

な
る
。

嘉
兵
衛
「
あ
っ
た
」
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嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
頭
を
撫
で
る
。

嘉
兵
衛
「
そ
う
じ
ゃ
な
。
す
ま
ん
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
立
ち
上
が
り
、
部
屋
の
隅

に
置
い
て
い
た
髪
と
筆
と
硯
を
持
っ
て
く

る
。

　
　
　

ふ
さ
の
前
で
白
紙
を
広
げ
て
、
更
に

　
　
　

も
う
一
枚
、
江
戸
で
書
い
た
和
人
地

　
　
　

の
メ
モ
を
広
げ
る
。

　
　
　

筆
を
持
ち
、
半
紙
へ
書
き
始
め
る
。

嘉
兵
衛
「
作
戦
は
こ
う
じ
ゃ
。
見
落
と
し
が

あ
っ
た
ら
、
言
う
て
く
れ
」

　
　
　

ふ
さ
、
嬉
し
そ
う
に
頷
く
。

　
　
　

二
人
は
頭
を
下
げ
て
半
紙
へ

　
　
　

向
か
う
。

ふ
さ
「
そ
う
い
え
ば
な
、
嘉
兵
衛
」

嘉
兵
衛
「
ん
」

ふ
さ
「
や
や
が
、
で
き
た
わ
」

ふ
さ
「
何
が
違
う
ん
！　

女
や
と
思
っ
て
馬

鹿
に
し
と
ん
の
か
！　

嘉
兵
衛
な
ん
ぞ
阿
呆

じ
ゃ
！　

阿
呆
が
気
張
っ
て
調
子
に
乗
っ
と

る
だ
け
や
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
を
抱
き
し
め
る
。

嘉
兵
衛
「
待
て
！　

思
う
と
ら
ん
！　

ふ
さ

は
聡
い
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
に
抱
き
し
め
ら
れ
な

　
　
　

が
ら
も
、
ま
だ
叩
い
て
い
る
。

ふ
さ
「
じ
ゃ
っ
た
ら
、
な
ん
で
教
え
ん
の
や
。

自
分
だ
け
世
に
出
て
、
楽
し
ん
で
、
そ
れ
で

満
足
か
？
わ
し
は
、
ど
う
で
も
え
え
ん
か
」

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
を
優
し
く
抱
き
し
め
る
。

嘉
兵
衛
「
そ
う
や
な
…
…
そ
う
や
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
へ
顔
を
上
げ
る
。

ふ
さ
「
わ
し
は
、
船
に
乗
れ
ん
。
じ
ゃ
か
ら

…
…
」
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理
じ
ゃ
。
自
分
で
行
っ
て
こ
い
。
一
応
、
話

だ
け
は
し
て
お
い
て
や
る
。
一
応
、
な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

（
回
想
終
わ
り
）

〇
北
風
家
・
門
前
・
外

　
　
　

嘉
兵
衛
、
大
き
な
門
の
前
で
唾
を

　
　
　

呑
み
入
っ
て
い
く
。

〇
同
・
風
呂
・
中

　
　
　

大
き
な
風
呂
に
大
勢
の
人
が
入
っ
て

　
　
　

い
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
も
腰
を
掛
け
、
隣
の
人
に

　
　
　

訊
ね
る
。

嘉
兵
衛
「
ほ
ん
ま
に
、
タ
ダ
な
ん
で
す
か
、

こ
れ
」

銭
湯
の
客
「
は
じ
め
て
か
？　

兄
ち
ゃ
ん
」

　
　
　

嘉
兵
衛
の
筆
が
止
ま
る
。

嘉
兵
衛
「
…
…
え
？
」

〇
北
風
家
・
門
前
・
外

　
　
　

嘉
兵
衛
、
巨
大
な
屋
敷
の
前
に
立
つ
。

〇
（
回
想
）
喜
兵
衛
の
家
・
居
間

　
　
　

嘉
兵
衛
、
喜
兵
衛
と
話
し
て
い
る
。

嘉
兵
衛
「
新
酒
番
船
に
、
出
よ
う
と
思
い
ま

す
」

喜
兵
衛
「
思
い
ま
す
、
言
う
て
も
な
…
…
。

あ
れ
は
、
出
ら
れ
る
船
の
数
が
決
ま
っ
と
る
。

う
ち
み
た
い
な
問
屋
じ
ゃ
…
…
」

嘉
兵
衛
「
堺
屋
は
、
北
風
様
の
傘
下
じ
ゃ

ろ
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
睨
む
。

　
　
　

喜
兵
衛
、
嘆
息
。

喜
兵
衛
「
わ
し
で
は
、
お
館
様
の
説
得
は
無
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初
老
の
男
、
北
風
荘
右
衛
門
（

６０
）

　
　
　

が
ご
く
自
然
に
隣
で
食
事
を
し
て

　
　
　

い
る
。

荘
右
衛
門
「
み
ぃ
ん
な
、
タ
ダ
。
や
か
ら
、

こ
ん
街
の
船
乗
り
は
、
み
ん
な
、
こ
こ
へ
通

う
と
る
」

嘉
兵
衛
「
そ
う
、
で
す
か
。
そ
ん
な
振
舞
い

を
何
故
な
さ
る
の
か
」

　
　
　

荘
右
衛
門
家
、
か
か
っ
と
笑
う
。

荘
右
衛
門
「
分
か
ら
ん
か
？　

タ
ダ
や
か
ら
、

得
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
腕
を
組
み
考
え
る
。

嘉
兵
衛
「
噺
、
か
」

　
　
　

荘
右
衛
門
家
の
笑
っ
た
目
が
開
く
。

荘
右
衛
門
「
そ
う
。
こ
こ
西
宮
は
兵
庫
と
大

阪
と
の
行
き
来
の
要
。
幾
ら
で
も
儲
け
話
が

転
が
っ
と
る
。
そ
れ
を
拾
わ
ん
手
は
、
な
い

嘉
兵
衛
「
は
い
、
淡
路
か
ら
出
て
き
た
ば
か

り
で
」

　
　
　

銭
湯
の
客
、
嘉
兵
衛
の
顏
を
見
る
。

銭
湯
の
客
「
兵
庫
に
お
る
以
上
、
北
風
様
の

加
護
か
ら
は
逃
れ
ん
で
」

嘉
兵
衛
「
逃
れ
ん
…
…
で
す
か
」

銭
湯
の
客
、
ニ
タ
っ
と
微
笑
む
。

銭
湯
の
客
「
そ
う
、
逃
れ
ん
の
や
。
顏
、
覚

え
と
く
で
、
兄
ち
ゃ
ん
」

嘉
兵
衛
「
…
…
は
ぁ
」

〇
同
・
食
堂
・
中

　
　
　

大
勢
の
商
人
が
食
事
を
し
て
酒
も

　
　
　

飲
ん
で
い
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
の
前
に
も
魚
や
酒
が
置
か
れ

　
　
　

る
。

嘉
兵
衛
「
ま
さ
か
、
こ
れ
も
、
タ
ダ
で
す
か
」
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嘉
兵
衛
、
真
剣
な
面
持
ち
。

嘉
兵
衛
「
儲
け
話
…
…
と
い
う
分
け
で
は
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
キ
セ
る
の
灰
を
受
け

　
　
　

皿
へ
落
と
す
。

荘
右
衛
門
「
喜
兵
衛
で
は
や
り
き
れ
ん
。
せ

や
か
ら
、
こ
こ
へ
来
た
ん
じ
ゃ
ろ
が
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
唾
を
呑
む
。

荘
右
衛
門
「
じ
じ
い
に
も
な
る
と
短
気
に
も

な
る
。
早
う
話
せ
。
ど
う
せ
…
…
」

　
　
　

キ
セ
ル
を
受
け
皿
で
コ
ン
と
鳴
ら

　
　
　

す
。

荘
右
衛
門
「
北
前
や
ろ
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
汗
が
出
て
緊
張
感
が
み
な

　
　
　

ぎ
る
。

嘉
兵
衛
「
御
存
知
、
で
し
た
か
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
嘉
兵
衛
を
睨
む
。

荘
右
衛
門
「
誰
や
と
思
う
と
る
。
お
前
が
乳

じ
ゃ
ろ
？
」

　
　
　

物
腰
の
据
わ
っ
た
老
人
を
見
て
、
嘉

兵
衛
は
怪
訝
す
る
。

嘉
兵
衛
「
あ
な
た
…
…
は
」

　
　
　

女
中
が
や
っ
て
く
る
。

女
中
「
ま
た
こ
ち
ら
へ
来
ら
れ
て
。
毒
見
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
よ
、
こ
ち
ら
の
膳
は
…
…

荘
右
衛
門
様
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
驚
愕
す
る
。

嘉
兵
衛
「
お
館
…
…
様
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
笑
う
。

〇
同
・
応
接
間
・
中

　
　
　

キ
セ
ル
で
タ
バ
コ
を
ふ
か
し
て
い
る

　
　
　

荘
右
衛
門
。

　
　
　

対
面
に
正
座
を
す
る
嘉
兵
衛
。

荘
右
衛
門「
で
、坊
主
。
な
ん
の
儲
け
話
や
？
」
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荘
右
衛
門
「
没
落
寸
前
で
や
っ
た
北
風
も
、

随
分
と
盛
り
返
し
、
今
や
兵
庫
随
一
。
わ
し

ら
が
、
何
を
し
て
復
興
し
た
か
知
っ
と
る

か
？　

坊
主
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
腕
を
組
み
考
え
る
。

　
　
　

は
っ
と
気
づ
き
周
囲
を
見
回
す
と
、

　
　
　

小
声
で
話
す
。

嘉
兵
衛
「
密
、
で
す
か
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
ニ
タ
っ
と
微
笑
し
て

　
　
　

煙
を
吐
く
。

荘
右
衛
門
「
儲
か
る
で
ぇ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
身
震
い
す
る
。

荘
右
衛
門
「
さ
て
、話
は
な
ん
や
っ
た
か
な
？　

そ
う
そ
う
、
新
酒
番
船
じ
ゃ
っ
た
か
」

嘉
兵
衛
「
な
っ
！　

ま
だ
、
一
言
も
」

荘
右
衛
門
「
船
は
貸
し
た
る
。
一
度
切
り

じ
ゃ
。
ほ
ん
で
、
一
番
や
な
い
と
こ
の
話
の

飲
児
の
頃
か
ら
、
和
人
地
へ
の
西
廻
り
は
、

わ
し
の
も
ん
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
真
摯
に
語
る
。

嘉
兵
衛
「
船
を
、
持
ち
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

荘
右
衛
門
「
お
前
さ
ん
に
は
、
ま
だ
早
か
ろ

う
」

喜
兵
衛
「
わ
し
の
歳
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

機
が
、
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
キ
セ
る
に
葉
を
詰
め
な

　
　
　

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
話
す
。

荘
右
衛
門
「
ロ
シ
ア
が
、
騒
が
し
い
か
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
驚
愕
す
る
。

嘉
兵
衛
「
御
存
知
で
」

荘
右
衛
門
「
い
ち
い
ち
驚
く
な
や
。
わ
し
を
、

誰
や
思
う
と
る
」

嘉
兵
衛
「
は
、
は
ぁ
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
タ
バ
コ
を
吹
か
せ
る
。
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か
？
」

　
　
　

金
兵
衛
（

２０
）
が
前
の
め
り
に
な
る
。

金
兵
衛
「
わ
し
は
乗
れ
ん
の
か
？　

兄
や
ん
」

嘉
兵
衛
「
金
兵
衛
、
お
前
は
兄
弟
中
で
も
随

一
に
聡
い
。
文
字
も
書
け
る
。
算
術
も
交
渉

も
で
き
る
。
故
に
、
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
る
」

金
兵
衛
「
な
ん
や
？
」

嘉
兵
衛
「
紀
州
に
、
乗
り
込
め
」

金
兵
衛
「
は
？
」

嘉
兵
衛
「
こ
こ
何
度
か
の
樽
で
、
漁
師
共
と

は
交
渉
済
み
じ
ゃ
。
わ
し
の
後
を
引
き
継
げ
」

　
　
　

金
兵
衛
、
真
剣
な
面
持
ち
。

金
兵
衛
「
何
を
、
引
き
継
ぐ
」

嘉
兵
衛
「
鰹
じ
ゃ
」

金
兵
衛
「
鰹
？
」

嘉
兵
衛
「
熊
野
の
沖
で
仰
山
と
れ
る
」

続
き
は
無
し
や
。
元
よ
り
、
そ
う
、
け
し
か

け
る
つ
も
り
じ
ゃ
っ
た
ろ
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頭
を
下
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
あ
り
が
た
き
幸
せ
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
カ
カ
っ
と
笑
う
。

荘
右
衛
門
「
ま
だ
幸
せ
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
。
大

見
得
切
る
の
は
、
今
か
ら
や
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
真
剣
な
顔
を
あ
げ
て
頷
く
。

〇
長
屋
・
外
観
・
夜

　
　
　

月
が
上
が
っ
て
い
る
。

〇
嘉
兵
衛
の
自
宅
・
居
間
・
中
・
夜

　
　
　

蝋
燭
を
立
て
、
嘉
兵
衛
の
兄
弟
六
人

　
　
　

と
喜
兵
衛
が
集
ま
っ
て
い
る
。

嘉
兵
衛
「
乗
る
の
は
わ
し
、
嘉
蔵
、
そ
れ
以

外
は
親
方
、
手
配
し
て
も
ろ
う
て
え
え
で
す
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北
海
道
の
真
ん
中
に
、
筆
を
立
て
る
。

嘉
兵
衛
「
蝦
夷
じ
ゃ
」

　
　
　

ざ
わ
つ
く
兄
弟
。

金
兵
衛
「
和
人
地
、
や
な
い
の
か
？
」

嘉
兵
衛
「
無
論
、
ま
ず
は
和
人
地
に
腰
を
据

え
る
。
じ
ゃ
が
近
々
、
蝦
夷
の
開
発
が
進
め

ら
れ
る
…
…
と
、
江
戸
で
あ
っ
た
変
な
ロ
シ

ア
か
ぶ
れ
が
言
う
と
っ
た
」

　
　
　

×　

×　

×

　
　
　
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）

　
　
　

大
黒
屋
光
太
夫
が
笑
顔
で
手
を
振
っ

　
　
　

て
い
る
。

　
　
　

×　

×　

×

　
　
　

嘉
兵
衛
、
生
き
生
き
と
話
す
。

嘉
兵
衛
「
只
の
北
前
は
、
西
廻
り
の
連
中
に

抑
え
ら
れ
と
る
。
や
か
ら
こ
そ
、
東
は
手
薄
。

松
前
も
え
え
噂
は
聞
か
ん
か
ら
の
…
…
も

金
兵
衛
「
と
い
う
て
も
」

嘉
兵
衛
「
鰹
は
シ
ナ
か
ら
流
れ
て
く
る
。
駿

河
、
伊
豆
よ
り
も
紀
伊
は
早
う
獲
れ
る
ん

じ
ゃ
。
そ
れ
を
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
江
戸
へ

売
り
さ
ば
く
」

金
兵
衛
「
で
き
る
ん
か
、
そ
ん
な
事
」

　
　
　

横
で
見
て
い
た
ふ
さ
が
口
を
出
す
。

ふ
さ
「
そ
の
力
を
見
せ
つ
け
る
為
の
、
新
酒

番
船
じ
ゃ
ろ
？
」

　
　
　

嘉
蔵
、
驚
く
。

嘉
蔵
「
そ
れ
が
狙
い
、
や
っ
た
ん
か
」

ふ
さ
「
阿
呆
。
一
つ
の
こ
と
で
一
つ
を
成
す

の
は
二
流
の
仕
事
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
最
終
の
目
的
地
は
、
こ
こ
」

　
　
　

皆
の
円
の
中
央
に
手
書
き
の
北
海
道

　
　
　

地
図
を
出
す
。
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嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
顔
を
見
る
。

嘉
兵
衛
「
不
満
か
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
首
を
振
る
。

ふ
さ
「
な
ー
ん
も
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
頬
を
抓
る
。

嘉
兵
衛
「
顔
に
出
と
る
。
行
き
た
い
、
行
き

た
い
、
な
ん
で
わ
し
は
船
に
乗
れ
ん
の
じ
ゃ
、

と
の
」

　
　
　

ふ
さ
、
プ
イ
っ
と
顔
を
背
け
る
。

ふ
さ「
出
と
り
ま
せ
ん
、そ
ん
な
も
の
。
あ
ぁ
、

寒
い
寒
い
。
は
よ
入
り
ま
し
ょ
う
ね
ぇ
」

　
　
　

ふ
さ
、
腹
を
擦
り
な
が
ら
家
へ
入
っ

　
　
　

て
い
く
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
背
を
見
な
が
ら

　
　
　

嘆
息
す
る
。

〇
兵
庫
港
・
夜

し
、
も
し
や
！　

幕
府
直
轄
、
奉
行
所
で
も

置
か
れ
れ
ば
、
い
っ
き
に
蝦
夷
も
東
廻
り
も

開
拓
で
き
る
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
を
見
て
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
乗
る
や
ろ
、
み
ん
な
」

　
　
　

一
同
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
そ
の
一
歩
目
が
、
新
酒
番
船
じ
ゃ
。

天
下
が
度
肝
抜
か
す
速
さ
で
辿
り
着
く
で
！　

方
法
は
な
…
…
」

　
　
　

ま
た
話
し
始
め
る
嘉
兵
衛
。

　
　
　

皆
、
真
剣
に
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

ふ
さ
だ
け
が
、
複
雑
な
表
情
を
し
て

　
　
　

い
る
。

〇
嘉
兵
衛
の
自
宅
・
玄
関
前
・
外

　
　
　

嘉
兵
衛
と
ふ
さ
が
、
弟
達
を
見
送
っ

　
　
　

て
い
る
。
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嘉
兵
衛
「
当
た
り
前
じ
ゃ
、
全
員
で
こ
ん
な

事
ば
か
り
や
っ
と
れ
る
か
！　

何
の
た
め
に

兄
弟
六
人
お
る
と
思
っ
と
る
ん
じ
ゃ
」

嘉
蔵
「
お
、
お
う
！　

そ
、
そ
う
じ
ゃ
な

…
…
」

嘉
兵
衛「
や
り
方
は
、今
年
で
学
べ
。
え
え
な
」

嘉
蔵
「
お
、
お
う
！
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
姿
を
見
つ
け
て

　
　
　

駆
け
寄
る
。

嘉
兵
衛
「
寒
む
な
い
か
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
夜
の
海
を
眺
め
て
い
る
。

ふ
さ
「
潮
の
匂
い
も
、
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
も
海
を
眺
め
る
。

ふ
さ
「
夜
更
け
に
松
明
だ
ら
け
の
浜
。
真
っ

暗
な
海
。
嘉
兵
衛
の
海
は
、
い
つ
も
こ
れ
や

な
」

　
　
　

嘉
兵
衛
は
笑
う
。

　
　
　

Ｔ
「
兵
庫
港
西
宮
」

　
　
　

暗
い
港
に
多
数
の
船
が
停
泊
し
、

　
　
　

周
囲
は
赤
々
と
火
を
灯
し
、
酒
樽
が

　
　
　

積
み
込
ま
れ
て
い
く
。

　
　
　

多
く
の
商
人
、
船
乗
り
が
集
ま
り

　
　
　

活
気
づ
い
て
い
る
。

〇
同
・
船
着
き
場
・
夜

　
　
　

嘉
兵
衛
、
嘉
蔵
、
喜
兵
衛
は
酒
樽
を

　
　
　

積
ん
で
い
る
。

嘉
蔵
「
す
ご
い
な
ぁ
、
兄
や
ん
。
ま
さ
か
、

船
頭
で
新
年
を
奔
る
日
が
来
る
と
思
わ
ん

か
っ
た
わ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
も
荷
積
み
を
し
て
い
る
。

嘉
兵
衛
「
今
年
は
、
わ
し
が
一
番
に
な
る
。

来
年
は
、
お
前
が
や
る
ん
や
ぞ
」

嘉
蔵
「
え
え
っ
？　

わ
し
が
？
」
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当
た
る
。

　
　
　

浜
か
ら
ほ
ら
貝
や
太
鼓
が
鳴
り

　
　
　

響
く
。

嘉
兵
衛
「
そ
い
じ
ゃ
、
行
こ
う
か
の
！　

帆

を
は
れ
い
！
」

　
　
　

船
の
帆
が
開
か
れ
る
。

　
　
　

港
か
ら
次
々
に
船
が
出
て
い
く
。

嘉
兵
衛
「
さ
て
、
軽
く
い
な
す
か
の
」

〇
御
前
崎
港
・
船
着
き
場

　
　
　

Ｔ
「
静
岡
県
御
前
崎
」

　
　
　

漁
船
が
帰
っ
て
来
る
。

　
　
　

弟
の
一
人
、
善
兵
衛
（

１８
）
が
漁
師

に
駆
け
寄
る
。

善
兵
衛
「
ど
う
じ
ゃ
っ
た
？
」

　
　
　

漁
師
、
胸
内
か
ら
紙
を
一
枚
取
り

　
　
　

出
す
。

嘉
兵
衛
「
ふ
さ
と
見
る
海
は
、
い
つ
も
こ
れ

じ
ゃ
な
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
へ
向
く
。

ふ
さ
「
十
日
も
あ
れ
ば
、帰
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ

ろ
？
」

嘉
兵
衛
「
抜
か
せ
。
五
日
で
十
分
じ
ゃ
」

　
　
　

二
人
は
笑
顔
で
見
つ
め
合
う
。

ふ
さ
「
ほ
な
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

嘉
兵
衛
「
お
う
。
行
っ
て
く
る
わ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
船
へ
向
か
う
。

〇
海
岸
線

　
　
　

朝
日
が
上
が
っ
て
来
る
。

男
の
声
「
新
年
じ
ゃ
あ
！
」

〇
兵
庫
港
・
船
着
き
場
・
朝

　
　
　

船
上
の
嘉
兵
衛
達
の
顏
に
朝
日
が
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金
兵
衛
「
只
の
一
番
乗
り
は
、
５
日
で
走
る

と
聞
い
た
。
何
年
も
前
の
船
じ
ゃ
」

　
　
　

漁
師
が
や
っ
て
き
て
、
天
候
や

　
　
　

波
情
報
の
書
か
れ
た
紙
を
渡
す
。

金
兵
衛
「
誰
に
も
破
れ
ん
期
日
で
走
っ
た
ら
、

一
生
、
名
は
語
り
継
が
れ
る
」

　
　
　

金
兵
衛
、
熊
野
の
網
元
を
睨
む
。

金
兵
衛
「
故
に
、
只
の
一
番
じ
ゃ
、
あ
か
ん

の
や
！　

っ
と
、
姉
御
が
言
う
と
っ
た
」

熊
野
の
網
元
「
な
る
ほ
ど
の
。
ま
ぁ
、
嘉
兵

衛
が
一
番
に
な
れ
ば
、
わ
し
も
儲
か
る
」

　
　
　

金
兵
衛
、
頷
く
。

〇
海
上
の
船
・
甲
板
・
外

　
　
　

嘉
兵
衛
、
船
先
で
海
を
眺
め
る
。

　
　
　

険
し
く
眺
め
る
と
、
振
り
返
り
、

　
　
　

船
尾
へ
向
か
う
。

　
　
　

善
兵
衛
が
受
け
と
り
、
紙
を
開
く
と
、

　
　
　

簡
易
な
地
図
と
風
向
き
、
潮
の
流
れ

　
　
　

が
簡
単
に
描
か
れ
て
い
る
。

御
前
崎
の
漁
師
「
新
酒
で
一
番
な
っ
た
ら
、

荷
の
価
値
が
あ
が
る
ん
じ
ゃ
っ
た
な
？　

故

に
、
こ
れ
は
、
仮
じ
ゃ
」

善
兵
衛
「
お
う
。
来
年
は
高
値
で
魚
こ
う
た

る
わ
」

　
　
　

〇
串
本
港
・
船
着
き
場

　
　
　

Ｔ
「
和
歌
山
県
串
本
港
」

　
　
　

金
兵
衛
と
熊
野
の
網
元
が
帰
っ
て

　
　
　

来
る
船
を
眺
め
て
い
る
。

熊
野
の
網
元
「
こ
ん
な
小
細
工
せ
ん
で
も
、

嘉
兵
衛
な
ら
一
番
に
な
り
よ
る
で
」

　
　
　

金
兵
衛
、
腕
を
組
ん
で
海
を
見
据
え

　
　
　

る
。
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〇
串
本
港
・
船
着
き
場

　
　
　

船
が
入
っ
て
来
る
。

　
　
　

浜
辺
で
眺
め
て
い
る
熊
野
の
網
元
が

　
　
　

驚
く
。

熊
野
の
網
元
「
も
、
も
う
来
た
ん
か
？
」

金
兵
衛
「
知
っ
と
る
海
な
ら
、
こ
れ
く
ら
い

朝
飯
前
や
。
問
題
は
、
こ
っ
か
ら
じ
ゃ
」

　
　
　

船
着
き
場
へ
走
る
金
兵
衛
。

　
　
　

嘉
兵
衛
も
船
を
降
り
て
き
て
、

　
　
　

金
兵
衛
か
ら
天
候
な
ど
の
情
報
を

　
　
　

得
る
。

嘉
兵
衛
「
一
刻
前
か
…
…
ふ
む
ふ
む
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
空
を
見
上
げ
る
。

嘉
兵
衛
「
天
道
様
も
味
方
じ
ゃ
な
」

　
　
　

船
へ
向
か
う
。

嘉
兵
衛
「
金
兵
衛
、
い
く
で
。
帆
を
持
て
」

　
　
　

金
兵
衛
も
追
っ
て
船
へ
向
か
う
。

　
　
　

舵
を
切
っ
て
い
る
喜
兵
衛
の
前
へ

　
　
　

行
く
。

嘉
兵
衛
「
左
舷
や
」

喜
兵
衛
「
な
ん
で
じ
ゃ
、
四
国
の
方
へ
行
っ

て
ま
う
で
」

嘉
兵
衛
「
構
わ
ん
。
外
へ
出
る
海
流
れ
に
乗

る
。
そ
の
方
が
早
い
」

喜
兵
衛
「
そ
の
先
は
黒
潮
や
。
沖
に
流
さ
れ

る
わ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
笑
う
。

嘉
兵
衛
「
ま
だ
、
鰹
が
来
る
時
期
や
な
い
な
。

天
候
も
え
え
。
こ
の
程
度
の
潮
が
、
一
番
早

う
船
は
動
く
。
言
う
通
り
、
舵
を
切
っ
て
く

れ
れ
ば
え
え
」

　
　
　

喜
兵
衛
、
顔
を
顰
め
る
。

喜
兵
衛
「
ほ
ん
ま
か
い
な
」
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泊
す
る
で
」

　
　
　

錨
が
降
ろ
さ
れ
る
。

〇
海
上

　
　
　

月
が
昇
り
、
日
が
昇
る
。

〇
江
戸
品
川
港
・
夕

　
　
　

大
勢
の
人
が
川
岸
に
集
ま
っ
て
い

　
　
　

る
。

　
　
　

皆
、
騒
め
い
て
い
る
。

江
戸
の
人
々
Ａ
「
ま
だ
二
日
だ
ぞ
？　

嘘

じ
ゃ
ね
え
の
か
？
」

江
戸
の
人
々
Ｂ
「
見
間
違
い
じ
ゃ
ろ
う

…
…
」

　
　
　

ざ
わ
つ
い
て
い
る
人
々
の
中
、
華
や

　
　
　

か
な
半
纏
を
来
た
江
戸
の
商
人
Ｂ
が

　
　
　

走
り
回
る
。

　
　
　

熊
野
の
網
元
、
驚
き
な
が
ら
船
へ

　
　
　

向
か
う
二
人
を
見
送
る
。

熊
野
の
網
元「
ま
だ
、半
日
ぞ
…
…
。
こ
り
ゃ
、

５
日
ど
こ
ろ
や
な
い
な
」

　
　
　

熊
野
の
網
元
、
嘉
兵
衛
の
背
中
を

　
　
　

見
送
る
。

熊
野
の
網
元
「
天
下
に
、
名
が
轟
く
で
」

〇
御
前
崎
港
・
船
着
き
場
・
夕

　
　
　

善
兵
衛
が
浜
か
ら
手
を
振
っ
て

　
　
　

い
る
。

善
兵
衛
「
兄
や
ー
ん
！　

こ
っ
ち
じ
ゃ
！
」

〇
同
・
船
着
き
場
・
夕

　
　
　

嘉
兵
衛
は
船
を
降
り
て
、
指
示
を

　
　
　

出
す
。

嘉
兵
衛
「
夜
は
時
化
る
。
錨
を
降
ろ
し
て
停
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〇
北
風
家
・
外
観

　
　
　

荘
右
衛
門
が
居
間
で
酒
を
飲
ん
で

　
　
　

い
る
。

　
　
　

男
が
入
っ
て
来
て
、
文
を
渡
す
。

　
　
　

文
を
見
る
荘
右
衛
門
、
微
笑
す
る
。

荘
右
衛
門
「
二
日
は
…
…
破
れ
ん
な
ぁ
、
誰

も
」

〇
嘉
兵
衛
の
自
宅
・
玄
関
前

　
　
　

寒
空
を
見
上
げ
て
い
る
、
ふ
さ
。

ふ
さ
「
始
ま
る
な
ぁ
…
…
。
い
よ
い
よ
じ
ゃ
」

〇
江
戸
品
川
港
・
夜

　
　
　

酒
が
振
舞
わ
れ
、
騒
い
で
い
る

　
　
　

嘉
兵
衛
や
江
戸
の
人
々
。

江
戸
の
商
人
Ｂ
「
惣
、
一
番
じ
ゃ
あ
あ
あ
」

　
　
　

人
々
は
一
斉
に
騒
め
き
、
品
川
の

　
　
　

先
を
指
す
。

　
　
　

船
が
や
っ
て
来
る
。
帆
に
は
「
イ
」

　
　
　

の
文
字
。

　
　
　

伝
馬
船
（
小
舟
）
が
降
ろ
さ
れ
。

　
　
　

そ
こ
に
乗
っ
た
嘉
兵
衛
、
嘉
蔵
等
が

　
　
　

幾
つ
か
の
酒
樽
を
乗
せ
て
、
河
を

　
　
　

漕
い
で
く
る
。

　
　
　

大
歓
声
の
川
岸
。

　
　
　

太
鼓
や
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
る
。

　
　
　

伝
馬
船
が
岸
へ
着
く
と
、
直
ち
に

　
　
　

商
人
が
や
っ
て
き
て
嘉
兵
衛
へ
赤
い

　
　
　

半
纏
を
着
せ
る
。

　
　
　

酒
樽
が
降
ろ
さ
れ
、
そ
の
場
で

　
　
　

即
売
会
が
行
わ
れ
る
。

　
　
　

大
歓
声
の
川
岸
。
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荘
右
衛
門
「
何
年
、
鰹
を
獲
る
算
段
や
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
顔
を
伏
せ
る
。

　
　
　

荘
右
衛
門
、
睨
む
。

荘
右
衛
門
「
何
を
成
す
為
に
、何
が
必
要
や
？　

そ
れ
を
得
る
の
に
、
幾
ら
必
要
や
？　

商
人

な
ら
、
全
て
銭
で
算
段
せ
ぇ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
ご
も
っ
と
も
で
す
。
し
か
し

…
…
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
言
葉
を
遮
る
。

荘
右
衛
門
「
見
た
事
あ
る
ん
か
い
。
己
の
、

目
的
の
場
所
を
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
沈
黙
。

荘
右
衛
門「
見
て
、計
算
せ
え
。
何
が
必
要
で
、

幾
ら
か
か
っ
て
、
わ
し
に
、
幾
ら
で
返
せ
る

の
か
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
顔
を
上
げ
る
。

〇
北
風
家
・
応
接
間
・
中

　
　
　

Ｔ
「
未
開
、
そ
し
て
海
へ
」

　
　
　

荘
右
衛
門
は
タ
バ
コ
を
吸
い
、

　
　
　

嘉
兵
衛
が
そ
の
前
に
座
っ
て
い
る
。

嘉
兵
衛
「
こ
の
度
は
、
良
き
船
を
預
け
て
頂

き
、
誠
に
、
有
難
く
存
じ
ま
す
…
…
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
そ
っ
ぽ
を
向
き
煙
を

　
　
　

吐
く
。

荘
右
衛
門
「
鰹
は
、
儲
か
る
か
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
肩
の
力
を
抜
き
頭
を
掻
く
。

嘉
兵
衛
「
全
く
…
…
ど
こ
に
で
も
耳
が
ご
ざ

い
ま
す
な
」

荘
右
衛
門
「
鰹
が
一
匹
、
幾
ら
に
な
る
。
言

う
て
一
両
や
そ
こ
ら
じ
ゃ
ろ
」

嘉
兵
衛
「
は
ぁ
…
…
」

　
　
　

荘
右
衛
門
、
キ
セ
る
を
受
け
皿
へ

　
　
　

置
く
。
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嘉
兵
衛
「
…
…
い
や
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
顔
を
伏
せ
る
。

〇
嘉
兵
衛
の
自
宅
・
居
間

　
　
　

嘉
蔵
と
喜
兵
衛
と
妻
の
貞
代
も
来
て

　
　
　

い
る
。

喜
兵
衛
「
ほ
ん
ま
か
？　

銭
、
出
し
て
も
ら

え
る
ん
か
」

嘉
蔵
「
そ
れ
っ
て
、
兄
や
ん
、
船
持
ち
っ
て

こ
と
か
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

　
　
　

喜
兵
衛
、
嘉
蔵
は
大
喜
び
す
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
は
真
剣
な
面
持
ち
の
ま
ま
。

嘉
兵
衛
「
喜
ぶ
の
は
ま
だ
じ
ゃ
。
北
風
様
は
、

そ
ん
な
に
甘
い
人
ち
ゃ
う
。
利
が
取
れ
ん
と

踏
ま
れ
た
ら
、
い
つ
で
も
切
ら
れ
る
。
い
や
、

そ
れ
以
前
に
、
碌
な
算
段
も
立
て
れ
ん
よ
う

　
　
　

荘
右
衛
門
、
ニ
ヤ
っ
と
微
笑
む
。

荘
右
衛
門
「
甘
い
算
段
立
て
よ
っ
た
ら
、
突

き
返
す
で
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頭
を
掻
く
。

喜
兵
衛
「
恩
に
着
ま
す
」

荘
右
衛
門
「
そ
う
い
う
、
商
売
や
」

〇
街

　
　
　

嘉
兵
衛
、
腕
を
組
ん
で
考
え
な
が
ら

　
　
　

歩
い
て
い
る
。

　
　
　

自
宅
前
に
着
く
と
、
玄
関
に
手
を

　
　
　

掛
け
よ
う
と
す
る
が
、
止
め
る
。

　
　
　

考
え
事
を
し
な
が
ら
停
止
し
、
ま
た

　
　
　

玄
関
に
手
を
か
け
よ
う
と
す
る
と
、

　
　
　

自
動
的
に
開
い
た
。

　
　
　

ふ
さ
が
立
っ
て
い
る
。

ふ
さ
「
何
し
よ
る
ん
」
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嘉
兵
衛
「
行
く
か
？　

お
前
も
」

ふ
さ
「
わ
、
わ
し
…
…
か
、
が
…
…
行
っ
て
、

何
に
…
…
。
…
…
え
？
」

　
　
　

嘉
蔵
、
喜
兵
衛
も
頷
い
て
い
る
。

嘉
蔵
「
姉
御
、
い
つ
も
行
き
た
げ
や
っ
た
で
」

　
　
　

喜
兵
衛
も
頷
き
、
貞
代
へ
向
く
。

喜
兵
衛
「
頃
合
い
で
の
、
貞
代
も
今
は
乳
が

で
る
。
く
に
は
、
預
け
て
も
え
え
ん
や
で
」

ふ
さ
「
え
？　

貞
代
さ
ん
」

　
　
　

貞
代
、
お
腹
を
押
さ
え
て
頷
く
。

貞
代
「
船
を
持
っ
た
ら
、
屋
号
が
つ
く
。
屋

号
が
あ
れ
ば
、
店
も
い
る
。
店
を
守
る
ん
は
、

ふ
さ
が
適
任
や
。
や
っ
た
ら
、
行
け
る
の
は
、

今
し
か
な
い
ん
ち
ゃ
う
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
へ
向
き
直
る
。

　
　
　

ふ
さ
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち

　
　
　

る
。

や
と
、
今
の
船
す
ら
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
へ
鋭
く
言
う
。

ふ
さ
「
見
て
き
た
ら
え
え
。
や
り
た
い
の
は
、

北
前
じ
ゃ
ろ
？　

こ
こ
で
ぶ
つ
ぶ
つ
言
う
て

て
、
ま
と
も
な
算
段
な
ん
か
で
き
ん
じ
ゃ
ろ
。

絵
に
か
い
た
餅
で
、
北
風
様
は
満
足
せ
ん
で
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
力
を
抜
い
て
ふ
さ
に
問
う
。

嘉
兵
衛
「
そ
う
、
思
う
て
た
と
こ
ろ
じ
ゃ
」

ふ
さ
「
初
め
か
ら
そ
う
言
え
ば
え
え
…
…
」

嘉
兵
衛
「
見
に
、
行
く
か
。
ふ
さ
」

　
　
　

ふ
さ
、
表
情
が
止
ま
る
。

ふ
さ
「
…
…
ん
？
」

嘉
兵
衛
「
一
緒
に
、
見
に
行
く
か
？
」

　
　

ふ
さ
、
顔
を
下
げ
る
。

ふ
さ
「
…
…
あ
ん
？
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
隣
へ
い
き
、
背
中

　
　
　

を
擦
る
。
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い
な
い
日
本
地
図
（
赤
水
図
）
で
、
日
本
海

側
の
街
に
丸
印
が
上
書
き
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
が
隣
に
来
て
、
地
図
を
の
ぞ

　
　
　

く
。

嘉
兵
衛
「
な
ん
じ
ゃ
、
そ
の
地
図
は
」

ふ
さ
「
北
風
様
に
も
ら
っ
た
。
蝦
夷
以
外
、

み
ん
な
書
い
て
あ
る
」

　
　
　

嘉
兵
衛
も
地
図
を
覗
き
込
む
。

嘉
兵
衛
「
西
廻
り
の
港
か
」

ふ
さ
「
で
も
、
西
は
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
じ
ゃ
な
。

い
ろ
ん
な
問
屋
が
既
に
入
っ
と
る
。
ど
の
道
、

蝦
夷
を
開
か
に
ゃ
先
は
無
か
っ
た
…
…
っ

て
、
北
風
様
は
知
っ
て
た
や
ろ
な
」

嘉
兵
衛
「
や
か
ら
、
若
く
て
無
鉄
砲
な
わ
し

が
上
手
く
乗
せ
ら
れ
た
」

　
　
　

ふ
さ
、
苦
笑
す
る
。

ふ
さ
「（
泣
き
な
が
ら
）
船
で
、行
く
ん
か
？
」

嘉
兵
衛
「
当
た
り
前
や
。
わ
し
等
、
船
乗
り

や
で
」

ふ
さ
「
女
を
乗
せ
る
と
、
海
、
時
化
ら
ん
か
」

嘉
兵
衛
「
知
ら
ん
わ
そ
ん
な
も
ん
。
わ
し
等
、

商
売
人
や
。
見
え
る
も
ん
し
か
信
じ
れ
ん
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
涙
を
拭
う
。

嘉
兵
衛
「
男
は
皆
、
阿
呆
、
な
ん
じ
ゃ
ろ
？
」

　
　
　

ふ
さ
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
な
ら
、知
恵
を
出
そ
う
や
、一
緒
に
」

　
　
　

ふ
さ
、
号
泣
し
、
嘉
兵
衛
が
抱
き
し

め
る
。

〇
船
上
・
甲
板

　
　
　

海
を
船
が
渡
っ
て
い
る
。

　
　
　

ふ
さ
、
船
先
で
地
図
を
眺
め
て
い
る
。

　
　
　

精
巧
な
北
海
道
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
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嘉
兵
衛
、
舵
を
持
っ
て
い
る
嘉
蔵
へ

　
　
　

向
く
。

嘉
兵
衛
「
右
舷
じ
ゃ
、
嘉
蔵
！
」

　
　
　

船
が
ぐ
っ
と
右
へ
旋
回
し
、
松
前
を

　
　
　

横
切
っ
て
い
く
。

ふ
さ
「
何
し
よ
る
！　

行
か
ん
の
か
？
」

嘉
兵
衛
「
見
と
れ
！　

と
っ
て
お
き
が
、
す

ぐ
に
見
え
る
」

　
　
　

ふ
さ
、
首
を
傾
げ
る
。

　
　
　

海
を
船
が
進
ん
で
い
く
。

　
　
　

ふ
さ
、
嶮
し
い
表
情
で
海
の
先
を
眺

　
　
　

め
て
い
た
が
、
ど
ん
ど
ん
顔
色
が
明

　
　
　

る
く
な
っ
て
い
く
。

ふ
さ
「
な
…
…
」

　
　
　

函
館
の
港
が
見
え
て
く
る
。

　
　
　

簡
素
な
漁
村
で
、
開
発
が
さ
れ
て
い

　
　
　

な
い
。

ふ
さ
「
乗
ら
ん
と
、そ
こ
ら
の
問
屋
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
わ
。
長
い
物
に
は
巻
か
れ
と
か
ん

と
…
…
初
め
の
う
ち
は
」

嘉
兵
衛
「
相
変
わ
ら
ず
、
太
い
女
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
楽
し
気
に
海
を
眺
め
る
。

ふ
さ
「
お
？　

見
え
て
き
た
か
？
」

　
　
　

ふ
さ
が
指
を
さ
す
と
、
先
に
松
前
の

港
や
城
が
見
え
て
く
る
。

　
　
　

じ
っ
と
、
ふ
さ
は
眺
め
る
。

ふ
さ
「
意
外
と
、
街
が
栄
え
て
し
ま
っ
と
る
」

嘉
兵
衛
「
言
う
て
、
二
百
年
は
続
く
大
名

じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
真
顔
に
な
る
。

ふ
さ
「
二
百
年
で
、
こ
れ
だ
け
か
…
…
と
も

言
え
る
の
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
う
む
」
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〇
海
岸

　
　
　

船
を
停
船
さ
せ
、
浜
辺
へ
降
り
る
二

人
。

　
　
　

ち
ら
ほ
ら
い
る
村
人
が
こ
ち
ら
を

　
　
　

見
て
い
る
。

ふ
さ
「
あ
れ
は
、
ア
イ
ヌ
か
？
」

嘉
兵
衛
「
知
ら
ん
」

ふ
さ
「
知
ら
ん
事
が
あ
っ
て
、
楽
し
い
な
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
の
手
を
引
く
。

ふ
さ
「
あ
の
山
、
登
ろ
！　

探
検
じ
ゃ
」

　
　
　

山
へ
歩
い
て
い
く
。

〇
函
館
山
・
夕

　
　
　

山
を
登
っ
て
い
く
二
人
。

嘉
兵
衛
「
ど
こ
ま
で
登
る
ん
じ
ゃ
。
日
が
暮

れ
る
ぞ
」

ふ
さ
「
な
ん
、
じ
ゃ
…
…
こ
こ
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
自
慢
げ
に
胸
を
張
る
。

嘉
兵
衛
「
聞
い
と
っ
た
通
り
じ
ゃ
。
ど
う
や
、

ふ
さ
！　

こ
の
港
は
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
目
を
輝
か
せ
る
。

ふ
さ
「
最
高
じ
ゃ
！
」

　
　
　

浜
辺
へ
指
を
さ
す
。

ふ
さ
「
弧
を
描
く
浜
！
」

　
　
　

山
を
指
す
。

ふ
さ
「
高
い
岬
！
」

　
　
　

両
手
を
広
げ
る
。

ふ
さ
「
風
も
ゆ
る
い
！　

お
ま
け
に
、
な
ー

ん
も
な
い
！
」

　
　
　

空
に
手
を
上
げ
る
。

ふ
さ
「
や
り
た
い
放
題
じ
ゃ
！
」

嘉
兵
衛
「
上
が
っ
て
み
る
か
」

ふ
さ
「
お
ん
！
」
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ん
」

　
　
　

嘉
兵
衛
が
指
す
と
、
函
館
の
街
が

　
　
　

ど
ん
ど
ん
変
貌
し
て
い
く
。

　
　
　

風
呂
屋
が
で
き
、
海
岸
が
埋
め
立
て

　
　
　

ら
れ
、
長
屋
が
で
き
、
商
人
が
行
き

　
　
　

か
い
、
船
も
沢
山
止
ま
っ
て
い
く
。

ふ
さ
「
え
え
よ
、
え
え
よ
、
も
っ
と
も
っ
と

大
き
く
な
る
よ
ぉ
」

嘉
兵
衛
「
こ
こ
に
星
型
の
館
が
で
き
て
、
こ

こ
に
白
い
教
会
」

　
　
　

街
が
近
代
化
し
て
い
く
。

ふ
さ
「
え
え
よ
、
も
っ
と
も
っ
と
」

嘉
兵
衛
「
こ
こ
に
赤
レ
ン
ガ
の
倉
庫
を
作
っ

て
、
こ
ん
山
に
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も
吊
る
す

か
の
」

ふ
さ
「
そ
ん
で
？
」

　
　
　

近
代
の
夜
景
の
街
に
代
わ
る
。

ふ
さ
「
も
う
少
し
、
も
う
少
し
じ
ゃ
」

　
　
　

繁
み
を
抜
け
る
と
、
函
館
が
一
望
で

　
　
　

き
る
。

ふ
さ
「
見
え
た
」

　
　
　

嘉
兵
衛
も
感
慨
深
く
頷
く
。

嘉
兵
衛
「
え
え
景
色
や
」

　
　
　

ふ
さ
、
手
を
丸
く
し
て
望
遠
す
る
。

ふ
さ「
な
ん
も
な
い
。
淡
路
よ
り
、何
も
な
い
」

　
　
　

嘉
兵
衛
、
ふ
さ
の
肩
を
抱
き
寄
せ
、

　
　
　

ふ
さ
の
作
っ
た
手
の
輪
を
覗
き
込

　
　
　

む
。

　
　
　

輪
の
先
を
、
指
で
示
す
。

嘉
兵
衛
「
ま
ず
は
、
あ
そ
に
風
呂
屋
を
作
る
」

ふ
さ
「
ふ
む
ふ
む
。
北
風
流
じ
ゃ
な
」

嘉
兵
衛
「
少
し
、
埋
め
立
て
た
方
が
え
え

か
？
」

ふ
さ
「
あ
れ
だ
け
浅
瀬
や
と
、
船
が
寄
せ
れ
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〇
北
風
家
・
居
間
・
中

　
　
　

嘉
兵
衛
、
船
の
絵
を
描
い
て

　
　
　

荘
右
衛
門
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
。

〇
嘉
兵
衛
の
自
宅
・
中

　
　
　

ふ
さ
、
腹
を
擦
り
な
が
ら
嘉
兵
衛
の

　
　
　

元
へ
い
き
、
ピ
ー
ス
す
る
。

　
　
　
（
二
人
目
と
い
う
意
味
）

　
　
　

嘉
兵
衛
、
驚
く
。

〇
高
田
屋
本
店

　
　
　

小
さ
な
小
屋
の
前
に
、
ふ
さ
、
兄
弟
、

　
　
　

喜
兵
衛
と
集
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　

嘉
兵
衛
、
看
板
を
掲
げ
る
。

　
　
　
「
高
田
屋
」
の
文
字
。

　
　
　

戸
口
へ
取
り
付
け
る
と
、
皆
大
騒
ぎ
。

　
　
　

ふ
さ
が
高
田
屋
の
船
印
入
り
の
羽
織

嘉
兵
衛
「
そ
ん
で
、
夏
に
は
花
火
を
あ
げ
て
」

　
　
　

花
火
が
上
が
る
。

嘉
兵
衛
「
冬
に
は
映
画
祭
を
す
る
ん
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
は
笑
顔
で
顔
を
上
げ
る
。

ふ
さ
「
何
言
う
と
る
ん
？
」

嘉
兵
衛
「
思
い
つ
い
た
だ
け
じ
ゃ
」

　
　
　

ふ
さ
、
街
を
見
下
ろ
す
。

ふ
さ
「
で
も
、
え
え
な
、
そ
ん
な
街
に
な
っ

た
ら
」

嘉
兵
衛
「
ま
だ
ま
だ
、
ず
っ
と
先
の
話
じ
ゃ

が
」

　
　
　

ふ
さ
、
嘉
兵
衛
の
肩
に
頭
を
預
け
る
。

ふ
さ
「
そ
れ
に
は
、
幾
ら
か
か
る
ん
や
ろ
な
」

嘉
兵
衛
「
算
段
、
す
る
か
の
」

　
　
　

二
人
は
く
す
く
す
笑
う
。

ふ
さ
「
そ
う
じ
ゃ
な
」
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の
は
、
月
の
仕
業
や
」

嘉
兵
衛
の
声
「
月
が
光
る
の
も
ま
た
、
日
の

仕
業
じ
ゃ
ろ
」

ふ
さ
の
声
「
お
互
い
様
！　

そ
れ
で
え
え

な
！
」

嘉
兵
衛
の
声
「
い
つ
も
強
引
じ
ゃ
、
ふ
さ
は
」

　
　
　

暗
い
海
を
、
船
が
泳
い
で
い
く
。

（
了
）

　
　
　

を
人
数
分
持
っ
て
く
る
。

　
　
　

そ
れ
を
着
て
並
ぶ
一
同
。

　
　
　

店
の
玄
関
前
で
、
そ
の
後
ろ
姿
を

　
　
　

眺
め
る
ふ
さ
。

　
　
　

ふ
さ
、
頷
い
て
い
る
。

嘉
兵
衛
「
よ
し
。
行
く
で
！　

日
本
中
、
走

り
回
っ
た
る
で
！
」

一
同
「
お
う
！
」

　
　
　

ふ
さ
、
男
達
を
見
送
る
。

〇
船
上
・
甲
板
・
夜

　
　
　

暗
い
海
を
、
船
が
泳
い
で
い
る
。

嘉
兵
衛
の
声
「
ふ
さ
の
印
象
？　

か
。
荒
波

の
よ
う
な
女
じ
ゃ
っ
た
」

　
　
　

ふ
さ
、
月
を
見
上
げ
る
。

ふ
さ
の
声
「
わ
し
の
波
は
、
あ
ん
た
の
静
か

な
闘
志
に
引
か
れ
と
る
ん
じ
ゃ
。
波
を
引
く
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